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心
す
べ
き
四
つ
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こ
と

心
す
べ
き
四
つ
の
こ
と

新
入
生
の
皆
さ
ん
に

学
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竹
内
　
　

伸

大学院 学　　部　　等
理・薬・工・
理工・基礎工・
経営・生命科学
各研究科

理１・理２・薬・工１・工２・
理工・基礎工（野田地区）・
経営各学部、
理学専攻科

基礎工学部
（長万部地区）

※各学部・研究科の事情により上記日程を変更する場合があるため注意すること。
○前期授業開始日以降、学部・研究科の事情によりカリキュラムガイダンス等を行うことがあ
る。
○休日期間中または後期試験終了後に補講・実験等を行うことがある。
○前期予備期間内の日程は各学部等で定める。
○５月４日（日）は大学創立記念日・みどりの日／ 6月14日（土）は学園記念日（注：＊2）／
１月16日（金）は大学入試センター試験準備日のため、同 17日（土）は同センター試験の
ため授業は行わない。いずれも長万部地区を除く。
○専門職大学院総合科学技術経営研究科は除く。

入 学 式
前期授業開始

授 業 調 整 日

予 備 日

前 期 試 験

夏 休 み

前期予備期間

後期授業開始

授 業 調 整 日

冬 休 み

予 備 期 間
授 業 再 開
授 業 調 整 日
予 備 期 間

後 期 試 験

退 寮 式
学位記・修了証書
授 与 式

 ４月15日（火）
 ４月30日（水）＊8
 5月 8日（木）＊9
 7月25日（金）＊10

̶

 7月28日（月）～
 8月 2日（土）
 8月 3日（日）～  
 9月15日（月）
 9月16日（火）
 9月18日（木）
 9月23日（火）＊11
10月16日（木）＊12
10月31日（金）＊13 
11月22日（土）＊14
12月21日（日）～
 1月12日（月）
1月13日（火）・1月14日（水）
 1月15日（木）

̶
1月22日（木）・1月23日（金）
 1月24日（土）～
 1月31日（土）
 2月 2日（月）

 4月 7日（月）
 5月 6日（火）＊1
 6月14日（土）＊2
 
 7月17日（木）
 7月18日（金）
 7月21日（月）＊3～
 8月 2日（土）
 8月 3日（日）～
 9月16日（火）
 9月17日（水）～
 9月20日（土）
 9月22日（月）
10月13日（月）＊4
11月24日（月）＊5
12月24日（水）＊6

12月25日（木）～
 1月 7日（水）
　　

 1月 8日（木）
 1月 8日（木）＊7
　

 1月19日（月）～
 1月31日（土）

４月９日（水）

 3月19日（木）

̶

̶

̶

平成20年度　東京理科大学　授業予定

授業調整日

【
大
学
院
・
学
部
等
（
長
万
部
地
区
を
除
く
）】

＊�

１　
５
月
６
日
（
火
）�

は
み
ど
り
の
日
振
替
休
日
に
て
休

業
日
で
あ
る
が
、
授
業
を
実
施

＊�

２　
６
月
14
日
（
土
）�

は
学
園
記
念
日
に
て
休
業
日
で
あ

る
が
、
授
業
を
実
施

＊�

３　
７
月
21
日
（
月
）�

は
海
の
日
に
て
休
業
日
で
あ
る

が
、
試
験
を
実
施

＊�
４　
10
月
13
日
（
月
）�

は
体
育
の
日
に
て
休
業
日
で
あ
る

が
、
授
業
を
実
施

＊�
５　
11
月
24
日
（
月
）�

は
勤
労
感
謝
の
日
振
替
休
日
に
て

休
業
日
で
あ
る
が
、
授
業
を
実
施

＊
６　
12
月
24
日
（
水
）
は
後
期
・
火
曜
日
の
授
業
を
実
施

＊
７　
１
月
８
日
（
木
）
は
後
期
・
月
曜
日
の
授
業
を
実
施

【
長
万
部
地
区
】

＊
８　
４
月
30
日
（
水
）
は
前
期
・
火
曜
日
の
授
業
を
実
施

＊
９　
５
月
８
日
（
木
）
は
前
期
・
月
曜
日
の
授
業
を
実
施

＊
10　
７
月
25
日
（
金
）
は
前
期
・
月
曜
日
の
授
業
を
実
施

＊�

11　
９
月
23
日
（
火
）�

は
秋
分
の
日
に
て
休
業
日
で
あ
る

が
、
授
業
を
実
施

＊
12　
10
月
16
日
（
木
）
は
後
期
・
月
曜
日
の
授
業
を
実
施

＊
13　
10
月
31
日
（
金
）
は
後
期
・
月
曜
日
の
授
業
を
実
施

＊
14　
11
月
22
日
（
土
）
は
後
期
・
月
曜
日
の
授
業
を
実
施
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／
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＆
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／
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サイエンスフェアサイエンスフェア

●ゆりかもめ「船の科学館駅」下車、徒歩5分
「テレコムセンター駅」下車、徒歩4分

●りんかい線「東京テレポート駅」下車、徒歩15分
●水上バス「船の科学館」下船、徒歩7分

詳細はHPへ。http://www.tus.ac.jp/

6月７日（sat）、８日（sun）開催 ！
場所：東京お台場　日本科学未来館

（年４回発行）

　

最
近
の
学

生
は
「
背
中
を

見
て
学
ぶ
」
こ

と
を
し
な
く
な

っ
て
き
て
い

る
。
▼
私
の
世

代
は
背
中
を
見

て
学
べ
と
教
え
ら
れ
た
。
日
本

人
は
古
来
「
言
わ
ず
も
が
な
」

の
文
化
を
培
い
、
共
通
の
感
性

と
考
え
方
を
共
有
す
る
こ
と
で

成
り
立
つ
、
い
わ
ば
全
体
主
義

的
な
社
会
を
形
成
す
る
こ
と
で

狭
い
場
所
で
大
声
を
出
さ
ず
に

暮
ら
し
て
き
た
。
で
は
私
の
親

や
教
師
、
今
の
親
や
教
師
は
何

を
し
た
の
か
。
▼
戦
後
の
絶
望

の
中
か
ら
身
を
削
っ
て
高
度
成

長
を
生
み
出
し
た
私
の
親
の
世

代
は
、
経
済
と
交
通
の
発
達
と

共
に
そ
れ
ま
で
よ
り
も
は
る
か

に
頻
繁
に
、
簡
単
に
海
外
を
訪

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
欧
米
文

化
に
触
れ
て
み
る
。
す
る
と
気

が
つ
い
た
の
は
み
ん
な
が
「
個

性
」
を
持
ち
、
そ
れ
を
主
張
し

て
い
る
で
は
な
い
か
。
あ
わ
て

た
親
や
教
師
は
子
供
に
「
個

性
」
を
説
き
始
め
た
。
私
は
こ

れ
を
「
個
性
の
偏
重
輸
入
」
と

呼
ん
で
い
る
。「
自
分
ら
し
さ

を
追
求
す
る
こ
と
」
は
輸
入
し

た
の
だ
が
、
個
人
主
義
の
中
に

あ
る
欧
米
の
人
々
の
「
個
性
と

社
会
の
調
和
の
両
立
の
方
策
」

と
し
て
侃
々
諤
々
議
論
を
す
る

習
慣
は
輸
入
さ
れ
な
か
っ
た
。

個
性
の
共
存
は
、
懸
命
に
言
葉

を
交
わ
す
こ
と
に
よ
っ
て
成
立

す
る
。
個
性
の
確
立
に
没
頭

し
、
背
中
を
見
な
く
な
っ
た
若

者
が
「
言
わ
ず
も
が
な
」
で
は

社
会
は
崩
壊
す
る
。
和
を
も
っ

て
貴
し
と
な
す
我
が
国
で
、
良

く
見
る
と
和
が
ほ
こ
ろ
び
て
き

て
い
る
。
今
、
新
し
い
和
を
日

本
人
が
真
剣
に
考
え
、
築
く
べ

き
時
に
き
て
い
る
。
▼
全
体
主

義
に
逆
戻
り
は
で
き
な
い
。
何

を
す
べ
き
か
。「
顔
を
見
て
話

す
」。
ひ
と
つ
の
答
で
あ
る
。

�

（
Ｋ
・
Ｓ
）

話
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
理
解
を

深
め
る
の
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

対
話
の
経
験
を
積
む
こ
と
に
よ

っ
て
、
真
の
理
解
力
が
身
に
つ

き
、
自
ず
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
が
備
わ
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
皆
さ
ん

に
、
一
つ
に
「
専
門
バ
カ
」
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
二

つ
に
将
来
に
目
標
を
も
つ
こ

と
、
三
つ
に
課
外
活
動
は
人
間

形
成
に
有
益
で
あ
る
こ
と
、
四

調
和
的
発
展
の
た
め
の
科
学
と

技
術
の
創
造
」
を
教
育
研
究
の

理
念
と
す
る
本
学
で
学
ぶ
皆
さ

ん
に
託
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
卒
業
ま
で
に
、

少
な
く
と
も
一
つ
の
専
門
分
野

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
な
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
し
か
し
、
専
門

以
外
の
こ
と
は
わ
れ
関
せ
ず
の

「
専
門
バ
カ
」
で
あ
っ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
本
学
で
は
、
最
先

端
の
専
門
教
育
と
と
も
に
、
幅

広
い
教
養
と
視
野
を
持
っ
た
人

材
の
養
成
を
教
育
理
念
と
し
て

い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
ト
ー
タ

ル
な
人
間
力
を
備
え
た
人
材
養

成
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
皆
さ
ん
に
人
生
の
目

標
を
も
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
将
来
、
例
え
ば
数

学
の
教
員
や
建
築
家
や
生
命
科

学
者
に
な
り
た
い
と
い
う
よ
う

な
現
実
的
な
目
標
で
す
。
目
標

は
在
学
中
に
変
わ
っ
て
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。
常
に
あ
る
目
標
を

持
つ
こ
と
が
、
勉
学
の
モ
テ
ィ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
り
ま
す
。

　

豊
か
な
人
間
性
の
涵
養
に

は
、
授
業
時
間
以
外
の
交
友
関

係
も
大
切
で
す
。
こ
の
よ
う
な

観
点
か
ら
課
外
活
動
を
行
う
こ

と
を
奨
励
し
ま
す
。
課
外
活
動

を
通
し
て
得
ら
れ
る

社
会
性
、
協
調
性
、

忍
耐
力
、
指
導
力
な

ど
は
卒
業
後
の
社
会

人
生
活
に
大
い
に
役

立
つ
は
ず
で
す
。

　

今
日
、
企
業
が
求
め
る
能
力

の
う
ち
、
常
に
上
位
を
占
め
る

の
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
で
す
。
課
外
活
動
を
行
う
こ

と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
涵
養
に
も
非
常
に
大
き

な
意
義
が
あ
り
ま
す
。
面
と
向

か
っ
て
の
対
話
に
よ
っ
て
、
互

い
に
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
対
話
す
る
相

手
は
人
間
だ
け
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
自
然
科
学
者
は
自
然
と
対

つ
に
面
と
向
か
っ
て
の
対
話
が

真
の
理
解
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
の
涵
養
に
重
要
で
あ

る
と
い
う
こ
と
の
四
点
を
お
話

し
ま
し
た
。
多
く
の
経
験
を
通

し
て
、
ト
ー
タ
ル
に
人
間
的
成

長
を
遂
げ
て
頂
き
た
い
と
願
い

ま
す
。
東
京
理
科
大
学
の
初
代

学
長
の
本
多
光
太
郎
先
生
は

「
今
が
大
切
」
と
い
う
こ
と
を

モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
ま
し
た
。

一
日
一
日
を
大
切
に
し
て
、
悔

い
の
な
い
学
生
生
活
を
送
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
度
東
京
理
科
大
学
入
学
式
が
、
四
月
九
日
（
水
）
午
前
十
時
十
五
分
か
ら
、

東
京
千
代
田
区
の
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
た
。
約
六
千
百
人
の
新
入
生
を
迎
え
た
会
場
は
晴

れ
や
か
な
笑
顔
で
満
た
さ
れ
た
。
式
は
本
学
管
弦
楽
団
の
記
念
演
奏
で
開
式
。
竹
内
学
長
の

式
辞
の
後
、
本
学
混
声
合
唱
団
に
合
わ
せ
て
校
歌
を
斉
唱
し
、
式
が
終
了
し
た
。

　

基
礎
工
学
部
の
新
入
生
は
式
終
了
後
、
長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
行
き
の
バ
ス
に
乗
り
込
み
、

羽
田
空
港
へ
向
か
っ
た
。
翌
日
十
日
に
は
入
寮
式
が
行
わ
れ
た
。

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
大
学
院

に
進
学
さ
れ
た
皆
さ
ん
、入
学
、

進
学
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

東
京
理
科
大
学
の
起
源
は
、

今
を
遡
る
こ
と
百
二
十
七
年
、

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
年
）

に
創
立
さ
れ
た
「
東
京
物
理
学

講
習
所
」
と
い
う
小
さ
な
専
門

学
校
で
、
そ
の
二
年
後
に
「
東

京
物
理
学
校
」（
通
称
、
物
理

学
校
）
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

創
立
に
携
わ
っ
た
の
は
、当
時
、

東
京
大
学
理
学
部
物
理
学
科
を

卒
業
し
た
ば
か
り
の
二
十
代
半

ば
の
若
い
理
学
士
た
ち
で
し

た
。
彼
ら
は
「
国
の
発
展
の
た

め
に
理
学
の
普
及
を
行
う
必
要

が
あ
る
」
と
い
う
強
い
志
の
も

と
に
学
校
を
運
営
し
た
の
で

す
。
明
治
か
ら
大
正
に
か
け

て
、
全
国
の
師
範
学
校
と
中
等

学
校
の
数
学
、
物
理
学
、
化
学

の
教
員
の
内
、
実
に
半
数
以
上

を
物
理
学
校
の
卒
業
生
で
占
め

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
理
学
の
普

及
と
い
う
理
念
を
実
践
し
ま
し

た
。
物
理
学
校
は
「
実
力
主

義
」
の
学
校
と
し
て
定
評
が
あ

り
、
今
日
で
も
そ
の
伝
統
を
受

け
継
い
で
い
ま
す
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
に
「
東

京
物
理
学
校
」
は
「
東
京
理
科

大
学
」
と
な
り
、
今
日
で
は
八

学
部
三
十
三
学
科
、
八
研
究
科

二
十
七
専
攻
と
い
う
わ
が
国
最

大
の
理
工
系
総
合
大
学
と
し
て

発
展
し
た
の
で
す
。

　

人
類
の
歴
史
上
、
二
十
世
紀

ほ
ど
社
会
に
大
き
な
変
化
を
も

た
ら
し
た
世
紀
は
あ
り
ま
せ

ん
。
物
理
学
で
は
量
子
力
学
や

相
対
性
理
論
が
誕
生
し
、
原
子

力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
や
半
導

体
デ
バ
イ
ス
が
大
き
な
発
展
を

遂
げ
ま
し
た
。
化
学
の
分
野
で

は
合
成
技
術
が
発
達
し
、
生
物

学
で
は
遺
伝
子
科
学
が
進
歩
し

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
一
方

で
は
、
原
子
爆
弾
を
始
め
と
す

る
大
量
破
壊
兵
器
が
開
発
さ
れ

て
悲
惨
な
戦
争
を
生
み
、
資
源

枯
渇
問
題
、
環
境
破
壊
問
題
が

大
き
く
浮
上
し
ま
し
た
。
特

に
、
地
球
温
暖
化
問
題
へ
の
対

処
は
焦
眉
の
急
に
な
っ
て
い
る

こ
と
は
ご
存
知
の
通
り
で
す
。

科
学
技
術
の
発
展
が
も
た
ら
し

た
負
の
遺
産
を
清
算
し
、
持
続

可
能
な
社
会
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
に
は
、
や
は
り
そ
の
た
め

の
科
学
技
術
の
創
生
が
不
可
欠

で
す
。
人
類
の
未
来
は
「
自

然
・
人
間
・
社
会
と
こ
れ
ら
の

　

東
京
理
科
大
学
創
立
百
二
十�

五
周
年
記
念
「
東
京
理
科
大

学
・
坊
っ
ち
ゃ
ん
選
書
」
シ
リ

ー
ズ
の
第
八
弾
を
発
刊
し
た
。

　

◆
第
八
弾　

山
口
東
京
理
科

大
学
液
晶
研
究
所
長
・
小
林
駿

介
教
授
に
よ
る
『
液
晶
、
そ
の

不
思
議
な
世
界
へ
｜
携
帯
電

話
、
テ
レ
ビ
画
面
か
ら
始
め
る

現
代
の
科
学
』
で
す
。
液
晶
に

絵
が
映
る
理

由
、
液
晶
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
が
で

き
る
ま
で
の
道

程
、
液
晶
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
の
仕

組
み
、
液
晶
技

術
の
発
展
の
可

能
性
な
ど
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
非
常
に
身
近
な
も
の
に
な

っ
た
液
晶
で
す
が
、
普
及
の
背

後
に
は
高
度
な
技
術
と
、
た
く

さ
ん
の
人
々
の
努
力
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
不
思
議
な
物
質
の
物

語
を
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

＊
本
選
書
シ
リ
ー
ズ
は
、
全

国
の
書
店
及
び
生
協
書
籍
部
で

お
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

「坊っちゃん選書」

シ
リ
ー
ズ 

第
８
弾
！

　

次
頁
に

（
つ
づ
く
）

希望に胸を膨らませて…平成20年度入学式＝日本武道館で
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咲き残るサクラに迎えられて式場に向かう新入生たち

田安門をくぐって上、ぞくぞくと
式場をめざす新入生たちの列下

喜びの家族に祝福されて記念撮影

平成20年度　入学式平成20年度　入学式

式辞で祝福と激励の
言葉を贈る竹内学長

本
学
管
弦
楽
団
と
混
声
合
唱
団
に
よ
る
校
歌
斉
唱

膨
ら
む
夢
、
そ
し
て
決
意
を
戒
め
て
…
新
入
生

入学記念のクオカードなどの祝！売り出し 少林寺拳法部による気迫の演武。右は女子部員 ア・カペラサークルPE-RAPPELLA & VOICE TRAININGによる歌の披露
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学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ア
ン

ケ
ー
ト
回
答
や
意
見
に
対
し

て
、
教
員
が
直
ち
に
考
え
を
直

接
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
Ｗ
ｅ

ｂ
に
よ
る
「
授
業
改
善
の
た
め

　

日
常
生
活
（
精
神
的
、
肉
体
的
、

環
境
）
に
お
け
る
悩
み
、
苦
痛
、
苦

労
、
不
満
、
休
養
不
十
分
が
心
身
に

影
響
を
及
ぼ
し
た
結
果
、
体
調
を
崩

し
た
状
態
（
生
体
の
歪
み
）
を
ス
ト

レ
ス
、
ま
た
は
ス
ト
レ
ス
反
応
と
い

う
。
少
し
古
く
な
る
が
、
厚
生
労
働

省
の
平
成
十
二
年
保
健
福
祉
動
向
調

査
で
の
統
計
（
ス
ト
レ
ス
が
お
お
い

に
あ
る
‥
一・八
％
▽
多
少
あ
る
‥

四
二・
四
％
▽
あ
ま
り
な
い
‥
二 

五・三
％
▽
全
く
な
い
‥
一
六・九
％

▽
不
詳
‥
三・
六
％
）
で
も
分
か
る

よ
う
に
、
半
数
以
上
の
ひ
と
は
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
て
い
る
。

　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
ス
ト
レ
ス

の
原
因
（
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
）
は
、
仕

事
上
（
学
業
上
）
で
の
い
ろ
い
ろ
な

問
題
、
自
分
や
家
族
の
健
康
・
病

気
・
介
護
の
問
題
、
収
入
・
家
計
な

ど
の
経
済
的
な
こ
と
、
職
場
や
学
校

で
の
人
間
関
係
、
家
族
関
係
、
多
忙

な
生
活
（
仕
事
）
で
自
由
に
で
き
る

時
間
が
な
い
…
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

り
、
誰
に
で
も
そ
の
状
況
は
起
こ
り

や
す
い
。

　

で
は
、
こ
れ
に
対
応
す
る
に
は
ど

の
よ
う
な
方
法
が
有
効
で
あ
ろ
う

か
？　

す
ぐ
に
思
い
つ
く
こ
と
は
医

療
機
関
の
受
診
や
専
門
職
（
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
）
の
面
接
な

ど
で
あ
る
が
、
確
か
に

有
効
で
あ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
ス
ト
レ
ス
は

気
づ
き
に
く
く
、
気
づ

い
た
と
き
は
重
症
化
し

て
い
る
こ
と
も
多
い
。

ま
た
、
そ
も
そ
も
医
療

機
関
受
診
は
心
理
的
ハ

ー
ド
ル
が
高
い
。
対
処

法
の
第
一
歩
は
、
こ
れ

ら
の
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
あ

る
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
に

早
く
気
づ
き
適
切
な
対

応
を
と
る
こ
と
に
つ
き

る
。

　

そ
こ
で
、
ち
ょ
う
ど

車
の
始
業
点
検
の
よ
う

に
時
々
は
オ
イ
ル
や
タ
イ
ヤ
の
チ
ェ

ッ
ク
を
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
何
の
不

都
合
も
無
く
運
転
し
て
い
る
が
、
思

わ
ぬ
タ
イ
ヤ
の
磨
耗
な
ど
に
気
が
つ

き
ヒ
ヤ
リ
と
す
る
こ
と
も
あ
る
。
こ

れ
と
同
様
に
、
日
頃
か
ら
自
ら
の
心

身
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
チ

ェ
ッ
ク
し
、
ス
ト
レ
ス
対
策
を
実
践

す
る
こ
と
が
、
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る

柔
軟
性
・
耐
性
を
高
め
る
非
常
に
有

効
な
方
法
と
し
て
多
く
の
専
門
家
が

推
奨
し
て
い
る
。

　

心
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
は
精
神

状
態
を
評
価
す
る
の
み
で
は
な
く
、

身
体
状
況
や
生
活
状
況
も
調
べ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
十
分
な

休
養
や
睡
眠
時
間
、
規
則
正
し
い
食

生
活
、
過
度
の
飲
酒
の
有
無
、
生
活

の
充
実
感
な
ど
は
時
々
、
省
み
た
ほ

う
が
い
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
加
え

て
、
消
極
的
・
受
動
的
・
後
ろ
向
き

の
態
度
（
以
前
に
比
べ
）
や
逆
に
怒

り
っ
ぽ
い
、
攻
撃
的
態
度
な
ど
は
黄

色
信
号
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
セ
ル
フ
ア
セ
ス
メ
ン

ト
は
定
型
化
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、

ネ
ッ
ト
な
ど
で
も
情
報
は
手
に
入
る

し
、
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
問

い
合
わ
せ
て
も
い
い
。
個
人
レ
ベ
ル

で
も
実
施
で
き
、
職
場
で
の
健
診
を

利
用
し
て
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と

で
も
い
い
で
あ
ろ
う
。
セ
ル
フ
ア
セ

ス
メ
ン
ト
で
自
己
の
生
活
状
態
の
変

化
に
気
が
つ
き
、
そ
れ
を
是
正
す
る

方
向
で
生
活
を
改
善
で
き
れ
ば
、
多

く
の
場
合
、
そ
の
目
的
は
達
せ
ら
れ

る
。

（
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー

校
医
・
産
業
医　

太
田　

宏
平
）

の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
シ
ス
テ
ム
を

昨
年
度
か
ら
実
施
し
ま
し
た

が
、
全
体
と
し
て
は
決
し
て
高

い
回
答
率
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
中
で
も
活
発
に
ア
ン
ケ
ー
ト

に
取
り
組
ん
で
い
る
学
科
に
お

い
て
は
、
三
八
％
と
い
う
Ｗ
ｅ

ｂ
ベ
ー
ス
と
し
て
は
高
い
回
答

率
を
得
て
、
積
極
的
に
授
業
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
る
学
科
も

あ
り
ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
と

教
員
が
対
話
し
な
が
ら
、
よ
り

良
い
授
業
を
作
り
上
げ
て
い
く

共
同
作
業
と
し
て
、
さ
ら
に
多

く
の
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
た
く
お
願
い

し
ま
す
。

詳
細
は
掲
示
板
等
で

な
お
、
学
部
や
学
科
に
よ
っ

て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
と
な
る

授
業
科
目
、
回
数
、
時
期
等
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
掲
示
板
等

に
て
詳
細
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

授
業
改
善
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト

W
eb

に
よ
る
回
答
に
ご
協
力
を

9

ストレスをコントロールしよう

神楽坂（1号館 3階）
月曜日　  9:30～20:00
火曜日　12:00～18:00
水曜日　14:00～20:00
木曜日　 9:30～17:00
金曜日　 9:30～12:30
☎&FAX　03・3235・0906

九　段（西棟1階）　
火曜日　 9:30～12:30
水曜日　 9:30～12:30
木曜日　11:00～14:00
金曜日　14:00～17:00

  ☎　03・5213・0980（直通）

野　田（9号館 2階）
月曜日～金曜日　8:30～17:00
☎　04・7124・2077
FAX　04・7122・1538

久　喜（Ａ棟1階）　
月曜日　12:00～17:00
木曜日　12:00～17:00
開室時間にカウンセラー在室
  ☎　0480・21・7679（直通）

長万部（1号館 1階）
木曜日　15:00～19:00
開室時間にカウンセラー在室
  ☎　01377・2・5544（直通）

学生相談室　案内 学
生
の
皆
さ
ん
は
、
学
内
に
「
よ

ろ
ず
相
談
室
」
が
あ
る
の
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？　

皆
さ
ん
が
毎
日
の
生

活
の
中
で
悩
ん
だ
り
、
困
っ
た
り
、

迷
っ
た
り
し
て
い
る
時
は
、
一
人
で

抱
え
込
ん
だ
り
せ
ず
に
、
気
軽
に
相

談
室
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
特
別

な
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
し
、

友
達
や
家
族
と
一
緒
の
相
談
で
も
構

い
ま
せ
ん
。
心
の
悩
み
な
ど
に
は
、

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
精
神
科
医
の
先
生

に
相
談
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
電

話
・
手
紙
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
の
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま

す
。

相
談
室
は
、
皆
さ
ん
が
明
る
く
健

や
か
な
学
生
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま

す
。各

キ
ャ
ン
パ
ス
の
相
談
室
の
場
所

等
は
別
表
の
と
お
り
。

一
人
で
考
え
こ
ま
な
い
で
！

学
生
「
よ
ろ
ず
相
談
室
」
の
活
用
を

雨の谷間、この日ぽっかり晴れた。天も祝福…入学式場前の人波

入学式を終え、直ちに長万部へ向かうため
空港行きのバスに乗りこむ基礎工学部の新
入生を見送る父母たち（右、右下）。上は
緊張と笑顔こもごものバスの車内の新入生

例年、入学式場となる東京・千代田区の日本武道館の正面玄関
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東
京
理
科
大
学
は
、
永
年
に

わ
た
り
本
学
の
教
育
・
研
究
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
、
多
く
の
功

績
を
挙
げ
ら
れ
た
八
人
の
先
生

方
に
名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与

し
た
。（
敬
称
略
）

◇
平
成
十
九
年
十
一
月
八
日
付

鈴
木　

信
宏　

66
歳

工
学
部
第
一
部
教
授

鈴
木
信
宏
先
生
は
、
昭
和
四 

十
八
年
に
工
学
部
第
一
部
建
築

学
科
に
助
教
授
と
し
て
着
任
さ

れ
、
就
職
幹
事
、
教
務
幹
事
、

大
学
院
幹
事
を
歴
任
さ
れ
た
。

主
な
研
究
分
野
と
し
て
は
、
特

に
建
築
設
計
計
画
の
分
野
で

「
水
空
間
」「
光
空
間
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
調
査
・
研
究
活
動
を

積
極
的
に
展
開
さ
れ
、
そ
の
成

果
を
多
く
の
学
術
研
究
論
文
と

し
て
発
表
、
併
せ
て
優
れ
た
著

書
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

児
島　
　

紘　

65
歳

元
法
人
理
事
・
法
人

評
議
員
・
執
行
役　

理
工
学
部
教
授　
　

児
島
紘
先
生
は
、
昭
和
四
十 

二
年
に
理
工
学
部
教
養
助
手
と

し
て
着
任
さ
れ
、
一
時
期
理
学

部
一
部
物
理
学
科
に
籍
を
置

き
、
昭
和
五
十
二
年
十
月
理
工

学
部
教
養
に
戻
ら
れ
た
。
教
職

幹
事
、
教
務
幹
事
、
総
合
研
究

所
静
電
気
部
門
・
部
門
長
お
よ

び
理
事
、
評
議
員
な
ど
法
人
の

役
職
を
歴
任
さ
れ
、
理
事
、
執

行
役
と
し
て
、
卒
業
生
の
大
学

支
援
体
制
の
構
築
に
大
き
く
寄

与
さ
れ
た
。
主
な
研
究
分
野
は

大
気
エ
ア
ロ
ゾ
ル
、
大
気
物
理

学
、
放
射
線
防
護
学
で
あ
る
。

教
育
面
で
は
、
教
員
養
成
の
た

め
の
理
科
教
育
に
、
理
論
と
実

験
の
両
面
で
ご
尽
力
さ
れ
た
。

尾
立　

晋
祥　

66
歳

理
工
学
部
教
授

尾
立
晋
祥
先
生
は
、
昭
和

四
十
四
年
に
理
工
学
部
物
理
学

科
助
手
と
し
て
着
任
さ
れ
、
学

科
主
任
、
学
科
幹
事
、
大
学
院

幹
事
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ

た
。
ま
た
、
理
事
長
室
委
員
会

委
員
、
国
際
交
流
委
員
会
委
員

長
、
計
算
科
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

研
究
セ
ン
タ
ー
量
子
系
計
算
科

学
部
門
長
な
ど
の
要
職
を
務
め

ら
れ
、
本
学
の
教
育
・
研
究
・

国
際
交
流
・
大
学
運
営
と
広
範

な
領
域
に
わ
た
り
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
。
ご
専
門

は
、
原
子
核
素
粒
子
に
お
け
る

少
数
粒
子
理
論
で
、
最
近
は
核

反
応
に
お
け
る
電
磁
的
長
距
離

力
の
厳
密
解
法
に
主
力
を
注
が

れ
、
天
体
核
融
合
や
三
体
力
の

研
究
に
欠
か
せ
な
い
理
論
解
析

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
。
そ
の

業
績
は
、
日
本
物
理
学
会
、
国

際
少
数
粒
子
物
理
学
委
員
会
や

多
く
の
国
際
会
議
で
ご
活
躍
さ

れ
る
な
ど
、
国
内
外
で
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
。

大
塚　

仁
也　

68
歳

元
理
工
学
部
教
授

大
塚
仁
也
先
生
は
、
大
阪
大

学
基
礎
工
学
部
よ
り
昭
和
五
十 

一
年
に
理
工
学
部
応
用
生
物
科

学
科
助
教
授
と
し
て
着
任
さ

れ
、
昭
和
五
十
一
年
の
理
工
学

部
応
用
生
物
科
学
科
、
昭
和

五
十
五
年
の
理
工
学
研
究
科
応

用
生
物
科
学
専
攻
博
士
後
期
課

程
の
創
設
の
た
め
に
多
大
な
ご

尽
力
を
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
。
ま

た
、
学
科
主
任
、
大
学
院
幹

事
、
入
試
検
討
委
員
等
を
歴
任

さ
れ
、
本
学
の
教
育
・
大
学
運

営
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
こ

ら
れ
た
。
研
究
活
動
で
は
「
ヘ

ム
の
電
子
状
態
」
に
関
し
て
国

際
的
に
も
高
い
評
価
を
受
け
る

成
果
を
残
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
ゲ
ノ
ム
塩
基
配
列
デ
ー
タ

や
代
謝
系
の
酵
素
、
複
製
・
転

写
に
関
係
す
る
タ
ン
パ
ク
質
、

膜
合
成
経
路
に
関
す
る
酵
素
な

ど
の
ア
ミ
ノ
酸
の
類
似
性
を
解

析
さ
れ
た
。
今
日
、
こ
の
よ
う

な
研
究
はBioinfom

atics

と
呼
ば
れ
、
今
後
の
発
展
が
期

待
さ
れ
る
研
究
分
野
に
成
長
し

て
い
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
国

家
・
企
業
に
お
け
る
医
薬
・
バ

イ
オ
戦
略
の
大
き
な
柱
に
な
っ

て
い
る
。阿

部　

芳
首　

67
歳

元
学
長
補
佐
・ 

理
工
学
部
教
授

阿
部
芳
首
先
生
は
、
昭
和

四
十
四
年
に
理
工
学
部
工
業
化

学
科
の
助
手
と
し
て
着
任
さ

れ
、
学
科
幹
事
、
大
学
院
幹

事
、
学
科
主
任
、
学
生
部
副
部

長
、
先
端
材
料
研
究
セ
ン
タ
ー

長
、
野
田
図
書
館
長
、
学
長
補

佐
な
ど
、
多
数
の
要
職
を
歴
任

さ
れ
、
本
学
の
教
育
・
研
究
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
こ
ら
れ

た
。
ご
専
門
は
、
有
機
化
学
と

無
機
化
学
の
境
界
領
域
の
化
学

で
、
特
に
ゾ
ル
・
ゲ
ル
法
に
よ

る
金
属
有
機
化
合
物
の
重
合
反

応
と
そ
の
無
機
化
合
物
へ
の
変

換
に
関
す
る
研
究
に
多
大
な
貢

献
を
な
さ
れ
た
。
研
究
内
容
に

対
す
る
評
価
も
高
く
、
色
材
協

会
お
よ
び
材
料
技
術
協
会
で
受

賞
に
至
っ
て
い
る
。
現
在
は
ケ

イ
素
化
学
協
会
理
事
を
務
め
ら

れ
、
有
機
ケ
イ
素
化
学
の
発
展

に
貢
献
を
な
さ
れ
て
い
る
。

関
根　

慶
太
郎　

71
歳

元
理
工
学
部
長　

元
科
学
技
術
交
流

セ
ン
タ
ー
長　
　

理
工
学
部
教
授　

関
根
慶
太
郎
先
生
は
、
理
工

学
部
の
創
設
三
年
目
の
昭
和

四
十
四
年
に
同
学
部
電
気
工
学

科
（
現
在
の
電
気
電
子
情
報
工

学
科
）
に
講
師
と
し
て
着
任
さ

れ
、
学
科
主
任
、
大
学
院
幹

事
、
理
工
学
部
長
、
科
学
技
術

交
流
セ
ン
タ
ー
長
、
知
的
財
産

本
部
副
本
部
長
な
ど
数
々
の
要

職
を
歴
任
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
。

主
な
研
究
分
野
は
、
ア
ナ
ロ
グ

電
子
回
路
、
集
積
回
路
を
主
と

す
る
電
子
回
路
学
で
あ
り
、
学

外
に
お
い
て
は
、
電
気
学
会
・

電
子
・
情
報
・
シ
ス
テ
ム
部
門

長
、
プ
リ
ン
ト
回
路
学
会
理

事
、
電
気
学
会
な
ら
び
に
電
子

情
報
通
信
学
会
の
多
数
の
委
員

会
委
員
長
等
の
要
職
を
歴
任
さ

れ
、
そ
の
御
尊
名
は
、
国
内
外

に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

吉
田　

充
輝　

67
歳

元
法
人
理
事　
　

元
基
礎
工
学
部
長

基
礎
工
学
部
教
授

吉
田
充
輝
先
生
は
、
昭
和

六
十
三
年
に
基
礎
工
学
部
生
物

工
学
科
の
教
授
と
し
て
着
任
さ

れ
、
基
礎
工
学
部
の
立
ち
上
げ

時
か
ら
同
学
部
の
教
育
・
研
究

に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
。
理

事
、
基
礎
工
学
部
長
、
基
礎
工

学
研
究
科
長
等
の
要
職
を
歴
任

さ
れ
、
ま
た
、
外
国
の
大
学
等

と
の
学
術
交
流
委
員
会
委
員

長
、
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
実
験
安
全

委
員
長
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

研
究
セ
ン
タ
ー
部
門
長
な
ど
も

務
め
ら
れ
、
大
学
の
運
営
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
て
こ
ら
れ

た
。
ご
専
門
は
、
生
化
学
・
分

子
生
物
学
で
あ
り
、
主
に
、
生

物
の
設
計
図
で
あ
る
遺
伝
子
の

機
能
発
現
や
核
蛋
白
質
の
生
理

機
能
に
関
す
る
研
究
に
従
事
さ

れ
て
こ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
研

究
成
果
は
世
界
的
に
も
高
く
評

価
さ
れ
る
と
共
に
、
日
本
生
化

学
会
や
日
本
農
芸
化
学
会
の
評

議
員
や
編
集
委
員
な
ど
を
さ
れ

る
な
ど
、
学
外
に
お
い
て
も
高

い
評
価
を
得
ら
れ
て
い
る
。

片
岡　

洋
一　

68
歳

元
法
人
評
議
員　

元
経
営
学
部
長　

元
経
営
学
部
教
授

片
岡
洋
一
先
生
は
、
昭
和

四
十
一
年
に
工
学
部
経
営
工
学

科
の
講
師
と
し
て
着
任
さ
れ
、

平
成
五
年
か
ら
は
、
経
営
学
部

経
営
学
科
に
移
ら
れ
、
同
学
部

の
新
設
に
ご
尽
力
さ
れ
た
。
評

議
員
、
経
営
学
部
長
を
歴
任
さ

れ
、
大
学
の
運
営
に
貢
献
さ
れ

た
。
主
な
研
究
分
野
は
会
計
学

で
、
学
会
活
動
で
は
、
日
本
管

理
会
計
学
会
会
長
、
同
学
会
理

事
長
を
歴
任
さ
れ
て
い
る
。

８
先
生
に
名
誉
教
授
称
号

新
任
教
員　
27
氏
紹
介
（敬称略）

鈴木信宏先生

児島　紘先生

①
最
終
学
歴　

②
前　

歴

③
専
門
分
野　

④
学　

位

【
理
学
部
第
一
部
】

◆
教
養
学
科

准
教
授　

大
川　
　

洋

（
お
お
か
わ
・
ひ
ろ
し
）

①
国
際
基
督
教
大
学
大
学
院
教

育
学
研
究
科
教
育
原
理
専
攻
博

士
後
期
課
程
修
了
②
立
教
女
学

院
短
期
大
学
教
授
③
教
育
哲
学

④
博
士
（
教
育
学
）

講
師　

北
林　
　

保

（
き
た
ば
や
し
・
た
も
つ
）

①
金
沢
大
学
大
学
院
自
然
科
学

研
究
科
（
博
士
後
期
課
程
）
生

命
科
学
専
攻
動
態
生
理
学
講
座

修
了
②
国
立
米
子
工
業
高
等
専

門
学
校
講
師
③
体
力
学
、
測
定

評
価
学
④
博
士
（
学
術
）

◆
応
用
化
学
科

講
師　

根
岸　

雄
一

（
ね
ぎ
し
・
ゆ
う
い
ち
）

①
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
理
工

学
研
究
科
化
学
専
攻
博
士
後
期

課
程
中
途
退
学
②
分
子
科
学
研

究
所
物
質
分
子
科
学
研
究
領
域

助
教
③
物
理
化
学
、
ク
ラ
ス
タ

ー
科
学
④
博
士
（
理
学
）

講
師　

松
田　

学
則

（
ま
つ
だ
・
た
か
の
り
）

①
京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
合
成
・
生
物
化
学
専
攻
博
士

後
期
課
程
修
了
②
京
都
大
学
大

学
院
工
学
研
究
科
合
成
・
生
物

化
学
専
攻
助
教
③
合
成
化
学
、

有
機
金
属
化
学
④
博
士（
工
学
）

【
理
学
部
第
二
部
】

◆
物
理
学
科

准
教
授　

辻
川　

信
二

（
つ
じ
か
わ
・
し
ん
じ
）

①
早
稲
田
大
学
大
学
院
理
工
学

研
究
科
物
理
学
及
応
用
物
理
学

専
攻
博
士
課
程
修
了
②
国
立
群

馬
工
業
高
等
専
門
学
校
講
師
③

宇
宙
物
理
学
、
宇
宙
の
創
生
と

進
化
④
博
士
（
理
学
）

准
教
授　

梅
村　

和
夫

（
う
め
む
ら
・
か
ず
お
）

①
東
京
工
業
大
学
大
学
院
生
命

理
工
学
研
究
科
バ
イ
オ
サ
イ
エ

ン
ス
専
攻
博
士
後
期
課
程
修
了

②
武
蔵
工
業
大
学
工
学
部
講
師

③
生
物
物
理
学
、
生
体
物
質
の

ナ
ノ
物
性
④
博
士
（
理
学
）

◆
化
学
科

講
師　

秋
津　

貴
城

（
あ
き
つ
・
た
か
し
ろ
）

①
大
阪
大
学
大
学
院
理
学
研
究

科
化
学
専
攻
後
期
博
士
課
程
修

了
②
慶
應
義
塾
大
学
理
工
学
部

化
学
科
助
教
③
無
機
化
学
、
錯

体
化
学
④
博
士
（
理
学
）

【
工
学
部
第
一
部
】

◆
工
業
化
学
科

講
師　

橋
詰　

峰
雄

（
は
し
づ
め
・
み
ね
お
）

①
東
京
工
業
大
学
大
学
院
生
命

理
工
学
研
究
科
バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
専
攻
博
士
後
期
課
程
修

了
②
奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学

院
大
学
物
質
創
成
科
学
研
究
科

バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ッ
ク
科
学
講

座
助
教
③
複
合
工
業
化
学
④
博

士
（
工
学
）

◆
機
械
工
学
科

講
師　

杉
山　

博
之

（
す
ぎ
や
ま
・
ひ
ろ
ゆ
き
）

①
イ
リ
ノ
イ
大
学
シ
カ
ゴ
校
工

学
部
機
械
工
学
科
博
士
課
程
修

了
②
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
工

学
研
究
科
機
械
物
理
系
専
攻
特

任
准
教
授
③
機
械
力
学
、
マ
ル

チ
ボ
デ
ィ
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
④
Ｐ

ｈ
．
Ｄ
．

【
工
学
部
第
二
部
】

◆
建
築
学
科

准
教
授　

今
本　

啓
一

（
い
ま
も
と
・
け
い
い
ち
）

①
東
京
理
科
大
学
大
学
院
工
学

研
究
科
建
築
学
専
攻
修
士
課
程

修
了
②
足
利
工
業
大
学
工
学
部

建
築
学
科
准
教
授
③
建
築
材

料
、
施
工
④
工
学
博
士

【
薬
学
部
】

◆
薬
学
科

教
授　

土
谷　

隆
紀

（
つ
ち
や
・
た
か
の
り
）

①
九
州
大
学
医
学
部
附
属
病
院

薬
剤
部
研
修
生
修
了
②
キ
ッ
コ

ー
マ
ン
総
合
病
院
薬
剤
部
長
③

薬
剤
学
、
調
剤
関
連
シ
ス
テ
ム

④
薬
学
士

【
理
工
学
部
】

◆
教
養

教
授　

菅
野　

賢
治

（
か
ん
の
・
け
ん
じ
）

①
パ
リ
第
十
（
ナ
ン
テ
ー
ル
）

大
学
博
士
課
程
修
了
②
東
京
都

立
大
学
人
文
学
部
准
教
授
③
フ

ラ
ン
ス
語
④
近
現
代
文
学
博
士

准
教
授　

小
笠
原　

千
恵

（
お
が
さ
わ
ら
・
ち
え
）

①
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
後
期

博
士
課
程
文
学
研
究
科
中
国
文

学
専
攻
修
了
②
首
都
大
学
東
京

大
学
院
非
常
勤
講
師
③
古
代
中

国
思
想
史
④
博
士
（
文
学
）

講
師　

石
井　

康
毅

（
い
し
い
・
や
す
た
け
）

①
東
京
外
国
語
大
学
大
学
院
地

域
文
化
研
究
科
博
士
後
期
課
程

単
位
取
得
退
学
②
成
城
大
学
社

会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学
部
非
常

勤
講
師
③
認
知
言
語
学
、
コ
ー

パ
ス
言
語
学
④
修
士
（
言
語

学
）

講
師　

永
野　

勝
裕

（
な
が
の
・
か
つ
ひ
ろ
）

①
東
京
理
科
大
学
大
学
院
理
工

学
研
究
科
物
理
学
専
攻
博
士
後

期
課
程
満
期
退
学
②
東
京
理
科

大
学
理
工
学
部
教
養
嘱
託
助
教

③
地
学
④
理
学
博
士

◆
数
学
科

講
師　

小
野　
　

肇

（
お
の
・
は
じ
め
）

①
東
京
工
業
大
学
大
学
院
理
工

学
研
究
科
数
学
専
攻
博
士
課
程

修
了
②
東
京
工
業
大
学
「
計
算

世
界
観
の
深
化
と
展
開
」
グ
ロ

ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
研
究
員
③
微
分

幾
何
学
④
博
士
（
理
学
）

◆
物
理
学
科教

授　

田
村　

雅
史

（
た
む
ら
・
ま
さ
ふ
み
）

①
東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研

究
科
化
学
専
攻
博
士
課
程
退
学

②
理
化
学
研
究
所
副
主
任
研
究

員
③
物
性
物
理
学
④
博
士
（
理

学
）

◆
建
築
学
科教

授　

永
野　

正
行

（
な
が
の
・
ま
さ
ゆ
き
）

①
早
稲
田
大
学
大
学
院
理
工
学

研
究
科
建
設
工
学
専
攻
建
築
学

専
門
分
野
修
士
課
程
修
了
②
鹿

島
建
設
株
式
会
社
研
究
・
技
術

開
発
本
部
小
堀
研
究
室
上
席
研

究
員
③
建
築
構
造
、
地
震
工
学

④
博
士
（
工
学
）

◆
電
気
電
子
情
報
工
学
科

准
教
授　

星　
　

伸
一

（
ほ
し
・
の
ぶ
か
ず
）

①
横
浜
国
立
大
学
大
学
院
工
学

研
究
科
電
子
情
報
工
学
専
攻
博

士
課
程
後
期
修
了
②
茨
城
大
学

工
学
部
電
気
電
子
工
学
科
講
師

③
パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、

電
動
機
制
御
④
博
士
（
工
学
）

【
基
礎
工
学
部
】

◆
教
養

講
師　

石
川　

敬
史

（
い
し
か
わ
・
た
か
ふ
み
）

①
北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研

究
科
法
学
政
治
学
専
攻
博
士
課

程
単
位
取
得
退
学
②
北
海
道
大

学
大
学
院
法
学
研
究
科
任
期
制

専
任
講
師
③
政
治
史
、
政
治
思

想
史
④
博
士
（
法
学
）

◆
電
子
応
用
工
学
科

准
教
授　

相
川　

直
幸

（
あ
い
か
わ
・
な
お
ゆ
き
）

①
東
京
都
立
大
学
大
学
院
電
気

工
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
②
日

本
大
学
工
学
部
准
教
授
③
ア
ナ

ロ
グ
・
デ
ィ
ジ
タ
ル
信
号
処
理

④
博
士
（
工
学
）

阿部芳首先生

関根慶太郎先生

尾立晋祥先生

大塚仁也先生

吉田充輝先生

片岡洋一先生

＊
次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
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【
経
営
学
部
】

◆
経
営
学
科教

授　

藤
川　

裕
晃

（
ふ
じ
か
わ
・
ひ
ろ
あ
き
）

①
早
稲
田
大
学
大
学
院
理
工
学

研
究
科
修
士
課
程
（
生
産
管
理

学
専
修
）
②
近
畿
大
学
工
学
部

情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
科
教
授
③

生
産
管
理
、
工
場
計
画
、
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
④
博
士（
工
学
）

　

総
合
科
学
技
術

　

経
営
研
究
科

◆
総
合
科
学
技
術
経
営
専
攻　

　
（
Ｍ
Ｏ
Ｔ
）教授　

伊
丹　

敬
之

（
い
た
み
・
ひ
ろ
ゆ
き
）

①
カ
ー
ネ
ギ
ー･

メ
ロ
ン
大
学

経
営
大
学
院
博
士
課
程
修
了
②

一
橋
大
学
大
学
院
商
学
研
究
科

教
授
③
経
営
学
（
企
業
戦
略

論
、企
業
経
済
論
）④
Ｐ
ｈ
．Ｄ
．

教
授　

松
島　
　

茂

（
ま
つ
し
ま
・
し
げ
る
）

①
東
京
大
学
法
学
部
卒
業
②
法

政
大
学
経
営
学
部
教
授
③
中
小

企
業
論
、
産
業
集
積
論
、
企
業

家
活
動
④
法
学
士

教
授　

田
中　

芳
夫

（
た
な
か
・
よ
し
お
）

①
東
京
理
科
大
学
工
学
部
電
気

工
学
科
卒
業
②
独
立
行
政
法
人

産
業
技
術
総
合
研
究
所
参
与
③

ソ
フ
ト
フ
ェ
ア
産
業
論
、
知
的

財
産
論
、
標
準
化
の
技
術
戦
略

④
工
学
学
士

☆
諏
訪
東
京
理
科
大
学

【
シ
ス
テ
ム
工
学
部
】

◆
電
子
シ
ス
テ
ム
工
学
科

講
師　

王
谷　

洋
平

（
お
う
た
に
・
よ
う
へ
い
）

①
奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院

大
学
物
質
創
成
科
学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
修
了
②
諏
訪
東
京

理
科
大
学
シ
ス
テ
ム
工
学
部
電

子
シ
ス
テ
ム
工
学
科
嘱
託
助
教

③
電
子
シ
ス
テ
ム
工
学
④
博
士

（
工
学
）

【
経
営
情
報
学
部
】

◆
経
営
情
報
学
科

教
授　

五
味　

嗣
夫

（
ご
み
・
つ
ぐ
お
）

①
神
戸
大
学
大
学
院
経
営
学
研

究
科
専
門
職
学
位
課
程
（
Ｍ
Ｂ

Ａ
）
修
了
②
エ
プ
ソ
ン
販
売

（
株
）
監
査
役
他
③
経
営
管

理
、
国
際
経
営
（
中
国
関
係

論
）、
生
産
シ
ス
テ
ム
④
経
営

学
修
士

　

長
年
に
わ
た
り
本
学
の
教

育
・
研
究
、
事
務
に
尽
力
さ
れ

た
三
十
六
氏
が
三
月
三
十
一
日

付
け
で
定
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
。

【
理
１
】
教
養
・
伊
藤
順
康
教

授
／
榎
並
勲
教
授
／
渡
辺
幸
人

教
授
▽
応
物
・
福
山
秀
敏
教
授

【
工
１
】
建
築
・
篠
崎
祐
三
教

授
／
大
岩
昭
之
助
教
▽
工
化
・

望
月
雅
文
准
教
授
／
池
田
博
昭

助
教
▽
電
気
・
矢
島
尚
人
講
師

【
工
２
】
建
築
・
清
水
昭
之
教

授【理
工
】
教
養
・
宮
崎
玲
子
准

教
授
（
選
択
定
年
）
▽
数
学
・

吾
郷
孝
視
教
授
／
大
槻
舒
一
教

授
▽
物
理
・
三
木
裕
文
教
授
▽

情
報
・
山
崎
克
典
教
授
▽
応

生
・
瀬
戸
裕
之
教
授
▽
建
築
・

神
田
徳
蔵
講
師
▽
工
化
・
長
尾

幸
徳
教
授
▽
機
械
・
河
村
洋
教

授
／
稲
垣
詠
一
准
教
授
／
池
田

惠
講
師

【
基
礎
工
】
電
子
・
吉
田
巖
准

教
授
（
選
択
定
年
）

【
Ｍ
Ｏ
Ｔ
】
板
生
清
教
授
／
宮

原
諄
二
教
授

【
総
研
】
安
藤
正
海
教
授

【
生
命
研
】
東
隆
親
教
授
／
穂

積
信
道
教
授

＊

【
山
口
理
大
】
基
礎
工
・
菊
地

正
教
授

＊

【
諏
訪
理
大
】
経
営
情
報
・
田

中
佑
子
教
授

＊

【
事
務
総
局
】
村
田
茂
夫
・
法

人
局
長
▽
藤
生
茂
樹
・
学
生
課

主
幹
▽
池
田
久
昭
・
総
務
課
郵

便
室
専
門
係
長
▽
鴇
澤
昇
・
諏

訪
東
京
理
科
大
学
事
務
部
庶
務

課
嘱
託
管
理
人
▽
松
坂
修
平
・

総
務
部
次
長
（
選
択
定
年
）
▽

小
林
忠
則
・
工
学
事
務
課
工
学

部
第
二
部
事
務
室
長
（
選
択
定

年
）
▽
曽
雌
敏
夫
・
学
生
課
長

（
選
択
定
年
）

新
任
教
員
紹
介　
つ
づ
き

（敬称略）

①
最
終
学
歴　

②
前　

歴

③
専
門
分
野　

④
学　

位

平　成　20　年　度　　資　金　収　支　予　算
［平成20年4月1日から平成21年3月31日まで］ （単位：千円）

平　成　20　年　度　　消　費　収　支　予　算
［平成20年4月1日から平成21年3月31日まで］ （単位：千円）

収　　　　　入　　　　　の　　　　　部

支　　　　　出　　　　　の　　　　　部

消　　　費　　　収　　　入　　　の　　　部

消　　　費　　　支　　　出　　　の　　　部

科　　　　目 20年度予算額 科　　　　目 20年度予算額 科　　　　目 20年度予算額

科　　　　目 20年度予算額 科　　　　目 20年度予算額 科　　　　目 20年度予算額

科　　　　目 20年度予算額 科　　　　目 20年度予算額 科　　　　目 20年度予算額

科　　　　目 20年度予算額 科　　　　目 20年度予算額 科　　　　目 20年度予算額

25,869,613
16,713,811
2,730,510
1,537,032
4,888,260
1,489,290
1,447,100
7,000
16,500
18,690
675,000
500,000
175,000
4,032,031
4,016,937
7,094
5,000
3,000

学生生徒等納付金収入
授業料収入
入学金収入
実験実習料収入
施設設備資金収入
手数料収入
入学検定料収入
試験料収入
証明手数料収入
大学入試センター試験実施手数料収入
寄付金収入
特別寄付金収入
一般寄付金収入
補助金収入
国庫補助金収入
地方公共団体補助金収入
学術研究振興資金収入
その他の補助金収入

568,632
15,000
500,000
53,632

1,412,390
1,255,074
25,620
131,696
1,066,624
12,000
776,780
277,844

17,246,255
9,322,812
2,720,452
539,844
4,619,762
43,385

資産運用収入
第３号基本金運用収入
受取利息・配当金収入
施設設備利用料収入
事 業 収 入
受託事業収入
知的財産権実施料等収入
公開講座受講料収入
雑　収　入
入学要項売上収入
私立大学退職金財団交付金収入
その他の雑収入
前受金収入
授業料前受金収入
入学金前受金収入
実験実習料前受金収入
施設設備資金前受金収入
その他の前受金収入

3,913,769
821,408
2,000,000
921,584
170,777

△17,556,872      
△883,857

△16,673,015
31,056,520

69,773,252

その他の収入
退職給与引当特定預金からの繰入収入
神楽坂新2号館建築引当特定預金からの繰入収入
前期末未収入金収入
貸付金回収収入　
資金収入調整勘定
期末未収入金
前期末前受金
前年度繰越支払資金

収　入　の　部　合　計

学生生徒等納付金
授業料
入学金
実験実習料
施設設備資金
手　数　料
入学検定料
試験料
証明手数料
大学入試センター試験実施手数料
寄　付　金
特別寄付金

一般寄付金
現物寄付金
補　助　金
国庫補助金
地方公共団体補助金
学術研究振興資金
その他の補助金
資産運用収入
第３号基本金運用収入
受取利息・配当金
施設設備利用料
事業収入

受託事業収入
知的財産権実施料等収入
公開講座受講料収入
雑　収　入
入学要項売上収入
私立大学退職金財団交付金
その他の雑収入

帰　属　収　入　合　計
基 本 金 組 入 額 合 計
消 費 収 入 の 部 合 計

16,122,703
10,348,843
4,835,896
128,827
809,137
9,792,288
2,061,034
1,120,145
557,993
148,642
86,027
229,436
337,270
12,288
12,770
757,379
439,503
93,544
447

1,891,344
427,236
763,117
854,113
1,900,444

人件費支出
教員人件費支出
職員人件費支出
役員報酬支出
退職金支出
教育研究経費支出
消耗品費支出
光熱水費支出
旅費交通費支出
奨学費支出
福利厚生費支出
通信運搬費支出
印刷費支出
広告費支出
会議費支出
賃借料支出
修繕費支出
諸会費支出
公租公課支出
報酬・委託・手数料支出
保守料支出
資料費支出
雑費支出
管理経費支出

62,758
115,720
76,441
44,343
54,583
225,129
17,519
201,903
32,173
135,171
59,325
17,295
79,211
586,683
119,649
39,523
33,018
94,097
94,097

1,483,160
1,483,160
4,189,468
1,710,632
135,836

消耗品費支出
光熱水費支出
旅費交通費支出
福利厚生費支出
通信運搬費支出
印刷費支出
保険料支出
広告費支出
渉外・会議費支出
賃借料支出
修繕費支出
諸会費支出
公租公課支出
報酬・委託・手数料支出
保守料支出
資料費支出
雑費支出
借入金等利息支出
借入金利息支出
借入金等返済支出
借入金返済支出
施設関係支出
建物支出
構築物支出

2,343,000
2,034,555
1,788,187
110,513
122,195
3,460
10,200

1,753,408
821,408
932,000
1,652,758
455,840
1,109,318
87,600
300,000

△  1,091,491
△  1,091,491
31,541,862

69,773,252

建設仮勘定支出
設備関係支出
教育研究用機器備品支出
その他の機器備品支出
図書支出
車輛支出
特許権支出
資産運用支出
退職給与引当特定預金への繰入支出
施設拡充引当特定預金への繰入支出
その他の支出
貸付金支払支出
前期末未払金支払支出
保証金支払支出
予備費
資金支出調整勘定
期末未払金
次年度繰越支払資金

支　出　の　部　合　計

16,347,516
10,348,843
4,835,896
128,827
587,611
446,339

14,284,490
2,061,034
1,120,145
557,993
148,642
86,027
229,436
337,270
12,288
12,770
757,379
439,503

人　件　費
教員人件費
職員人件費
役員報酬
退職金
退職給与引当金繰入額
教育研究経費
消耗品費
光熱水費
旅費交通費
奨学費
福利厚生費
通信運搬費
印刷費
広告費
会議費
賃借料
修繕費

93,544
447

1,891,344
427,236
763,117
854,113
4,492,202
2,013,042
62,758
115,720
76,441
44,343
54,583
225,129
17,519
201,903
32,173
135,171

諸会費
公租公課
報酬・委託・手数料
保守料
資料費
雑　費
減価償却額
管 理 経 費
消耗品費
光熱水費
旅費交通費
福利厚生費
通信運搬費
印刷費
保険料
広告費
渉外・会議費
賃借料

59,325
17,295
79,211
586,683
119,649
39,523
33,018
112,598
94,097
94,097
926,349
926,349
300,000

33,965,494

808,352
14,261,593
15,069,945

修繕費
諸会費
公租公課
報酬・委託・手数料
保守料
資料費
雑　費
減価償却額
借入金等利息
借入金利息
資産処分差額
不動産処分差額
予　備　費
消 費 支 出 の 部 合 計

当 年 度 消 費 支 出 超 過 額
前年度繰越消費支出超過額
翌年度繰越消費支出超過額

25,869,613
16,713,811
2,730,510
1,537,032
4,888,260
1,489,290
1,447,100
7,000
16,500
18,690
875,000
500,000

175,000
200,000
4,032,031
4,016,937
7,094
5,000
3,000

568,632
15,000
500,000
53,632

1,412,390

1,255,074
25,620
131,696
1,066,624
12,000
776,780
277,844

35,313,580
△  2,156,438
33,157,142

田
中　

章
夫
准
教
授

（
理
学
部
第
一
部
教
養
学
科
）

平
成
二
十
年
二
月
十
五
日
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
六
十
歳
。　

伊
藤　

秀
一
名
誉
教
授

（
元
理
学
部
第
一
部
教
養
学

科
・
教
授
）
平
成
十
九
年
十
二

月
五
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

八
十
三
歳
。

丸
安　

隆
和
名
誉
教
授

（
元
理
工
学
部
土
木
工
学
科
・

教
授
）
平
成
二
十
年
二
月

二
十
二
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

九
十
三
歳
。

中
村　

幸
盛
元
教
授

（
基
礎
工
学
部
教
養
）
平
成

十
九
年
十
二
月
八
日
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
八
十
一
歳
。

田
村　

浩
一
元
教
授

（
理
工
学
部
土
木
工
学
科
）
平

成
十
九
年
十
二
月
二
十
一
日
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
八
十
八
歳
。

高
神　

哲
也
元
大
学
事
務
局

審
議
役

　

平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
七
十
九
歳
。

小
沢　

幹
夫
元
図
書
館
野
田

分
館
事
務
課
副
主
幹

　

平
成
十
九
年
十
二
月
四
日
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
六
十
四
歳
。

36
氏
が
定
年
を
お
迎
え

平
成
20
年
度
予
算
　

編
成

平
成
20
年
度
予
算
　

編
成
学
校
法
人
　

東
京

理
科
大
学
理
事
会

　

本
学
は
、
平
成
十
八
年
に
創

立
百
二
十
五
周
年
を
迎
え
、
多

く
の
周
年
事
業
を
通
し
て
広
く

社
会
へ
そ
の
存
在
を
示
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
輝

か
し
い
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
本

学
は
、
教
育
研
究
へ
の
確
固
た

る
社
会
の
信
頼
を
得
て
、
選
ば

れ
る
「
力
の
あ
る
大
学
」
と
な

ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
実

現
に
向
け
て
、
社
会
へ
の
情
報

発
信
基
地
と
し
て
の
都
心
型
キ

ャ
ン
パ
ス
の
再
構
築
事
業
を
引

き
続
き
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
度
予
算
は
、
健

全
経
営
の
理
念
に
基
づ
き
、
教

育
研
究
の
質
的
向
上
と
将
来
へ

の
礎
と
な
る
施
設
、
設
備
の
充

実
を
図
る
べ
く
編
成
を
行
い
ま

し
た
。

　

重
点
項
目
と
し
て
次
の
こ
と

を
盛
込
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

一
、神
楽
坂
地
区
再
構
築
計
画

①
新
二
号
館
建
築
に
係
わ
る
建

築
費
等

②
大
学
会
館
建
築
費

③
二
、三
、七
、八
、九
号
館
解
体

費
④
仮
移
転
用
教
室
等
に
係
わ
る

賃
借
料
等

　

二
、
野
田
地
区
再
構
築
計
画

①
薬
学
部
実
習
棟
新
築
工
事

②
校
舎
外
壁
改
修
工
事

③
研
究
室
改
修
工
事

　

三
、
長
万
部
地
区
再
構
築
計

画①
男
子
学
生
寮
改
修
工
事

　

四
、研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

①
界
面
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

（
新
規
）

②
Ｄ
Ｄ
Ｓ
研
究
セ
ン
タ
ー
（
継

続
）

③
ゲ
ノ
ム
創
薬
研
究
セ
ン
タ
ー

（
継
続
）

④
ポ
リ
ス
ケ
ー
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
研
究
セ
ン
タ
ー
（
継
続
）

⑤
グ
リ
ー
ン
光
科
学
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー
（
継
続
）

⑥
再
生
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー

（
継
続
）

⑦
量
子
生
命
情
報
セ
ン
タ
ー

（
継
続
）

⑧
ナ
ノ
粒
子
健
康
科
学
研
究
セ

ン
タ
ー
（
継
続
）

⑨
キ
ラ
ル
マ
テ
リ
ア
ル
研
究
セ

ン
タ
ー
（
継
続
）

⑩
人
間
支
援
工
学
研
究
セ
ン
タ

ー
（
継
続
）

⑪
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
計
算
科
学

研
究
セ
ン
タ
ー
（
継
続
）

　

五
、
右
記
（
四
）
を
文
部
科

学
省
が
行
う
「
学
術
研
究
高
度

化
推
進
事
業
」
の
対
象
経
費
と

す
る
こ
と
と
し
、
研
究
設
備
整

備
費
等
補
助
金
お
よ
び
経
常
費

補
助
金
（
特
別
補
助
）
を
予
算

措
置
す
る
こ
と
。

　

六
、
創
立
百
二
十
五
周
年
記

念
事
業
に
充
当
す
る
た
め
総
額

五
十
億
円
を
目
標
に
募
集
し
て

い
る
寄
付
金
の
う
ち
、
平
成

二
十
年
度
目
標
額
を
予
算
措
置

す
る
こ
と
。

　

七
、
神
楽
坂
及
び
野
田
地
区

再
構
築
後
の
施
設
拡
充
に
向
け

た
原
資
を
確
保
す
る
た
め
、

「
施
設
拡
充
引
当
特
定
預
金
」

を
新
設
し
、
平
成
二
十
年
度
繰

入
額
を
予
算
措
置
す
る
こ
と
。

　

な
お
、
資
金
収
支
予
算
書
に

お
け
る
前
年
度
繰
越
支
払
資
金

お
よ
び
消
費
収
支
予
算
書
に
お

け
る
前
年
度
繰
越
消
費
支
出
超

過
額
は
、
平
成
十
九
年
度
決
算

確
定
前
の
予
算
額
に
基
づ
い
て

い
ま
す
。

＊
詳
細
は
、
七
月
頃
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
掲
載
予
定
。

四
月
一
日
付
で
新
採
用
の
職

員
十
四
人
は
次
の
と
お
り
。

（
敬
称
略
）

◇
神
楽
坂
校
舎
▼
事
務
総
局

付
・
髙
久
晴
▼
人
事
課
・
持

木
淳
美
▼
人
事
課
・
永
妻
千

佳
▼
学
務
課
・
柏
﨑
亜
紀
▼

入
試
課
・
渡
邉
友
理

◇
野
田
校
舎
▼
管
財
課
・
高
橋

真
美
▼
学
務
課
・
大
村
昌
德

▼
理
工
学
事
務
課
・
吉
沢
昭

範
▼
研
究
事
務
課
・
鈴
木
絵

里
子

◇
久
喜
校
舎
▼
大
木
達
也

◇
長
万
部
校
舎
▼
明
井
（
み
よ

い
）
明
、
兼
松
武
利
、
髙
橋

節
子

◇
諏
訪
東
京
理
科
大
学
▼
学
務

課
・
鈴
木
健
太

新
任
職
員　

14
氏

前列左から鈴木絵里子さん、高橋真美さん、柏﨑亜紀さん、
永妻千佳さん、持木淳美さん、渡邉友理さん。後列左から 
大木達也さん、鈴木健太さん、大村昌德さん、吉沢昭範さん

髙橋節子さん 兼松武利さん 明井　明さん 髙　久晴さん
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⑮

産・学・官　
連
携
と
知
財
の
ひ
ろ
ば

JUNBAサミット開く
米国に拠点を持つ日本の大学の
国際連携めざしシンポジウムも

米サンタクララで開かれたJUNBAサミット

　

本
学
科
学
技
術
交
流
セ
ン
タ

ー
は
一
月
十
日
、
十
一
日
の
二

　

学
校
法
人
東
京
理
科
大
学
元

理
事
長
、
故
橘
髙
重
義
先
生

お
別
れ
の
会
が
三
月
十
三
日

（
木
）
十
三
時
か
ら
神
楽
坂
の

ア
グ
ネ
ス
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ

た
。

　

橘
髙
先
生
は
、
昨
年
十
二
月

八
日
に
九
十
二
歳
で
逝
去
さ
れ

た
。
学
校
法
人
東
京
理
科
大
学

日
間
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
サ
ン
タ
ク
ラ
ラ
を
会
場
に
開

催
さ
れ
たJU

N
B

A
2008

（T
he 2nd JU

N
B

A
 

sum
m

it, Sym
posium

 
and T

echnology 
Fair

）に
参
加
し
た
。

　

JUNBA

と
は
、Japane 

se U
niversity N

et 
w

ork in the Bay A
rea

の
略
称
で
、
米
国
内
に
拠
点
を

持
つ
日
本
の
大
学
の
国
際
化
、

産
学
連
携
等
の
諸
活
動
を
支
援

し
、
日
本
及
び
米
国
に
お
け
る

教
育
・
研
究
の
発
展
と
、
産
業

創
出
に
寄
与
す
る
こ
と
を
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
し
て
い
る
。

　

一
日
目
に
開
催
さ
れ
た
サ
ミ

ッ
ト
で
は
、
国
際
的
な
産
学
官

連
携
を
推
進
す
る
大
学
に
よ
る

全
学
的
な
国
際
戦
略
に
つ
い
て

発
表
お
よ
び
議
論
が
行
わ
れ

た
。
本
学
か
ら
は
産
学
連
携
担

当
理
事
の
幡
野
常
務
理
事
と
科

学
技
術
交
流
セ
ン
タ
ー
の
桑
原

知
的
財
産
部
門
長
が
出
席
し

た
。
ま
た
、
続
い
て
行
わ
れ
た

国
際
産
学
官
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は
、
米
国
企
業
や
大
学
に

お
け
る
産
学
官
連
携
に
つ
い
て

の
実
績
及
び
取
り
組
み
等
に
つ

い
て
の
講
演
が
あ
っ
た
。

　

二
日
目
は
国
際
産
学
官
連
携

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
フ
ェ
ア
が
開
催

さ
れ
、
科
学
技
術
交
流
セ
ン
タ

ー
の
渡
部
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
本
学
の
産
学
官
連
携
の
活
動

を
紹
介
し
、
続
い
て
三
分
野
・

三
名
の
教
員
が
そ
れ
ぞ
れ
技
術

シ
ー
ズ
に
つ
い
て
の
紹
介
を
行

っ
た
。
会
場
に
設
置
し
た
展
示

ブ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
来
場
さ

れ
た
多
く
の
企
業
・
大
学
関
係

者
に
、
技
術
内
容
・
特
許
等
の

説
明
を
行
い
、
米
国
の
大
学
関

係
者
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
企

業
か
ら
本
学
の
連
携
に
つ
い

て
、
い
く
つ
か
の
提
案
が
あ
っ

た
。

　

科
学
技
術
交
流
セ
ン
タ
ー
で

は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
事
務

所
を
拠
点
に
、
こ
れ
ら
を
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
、
国

際
的
な
産
学
連
携
を
推
進
し
て

い
く
。

　

技
術
シ
ー
ズ
発
表
者
は
次
の

通
り
。

　

▽
基
礎
工
学
部
材
料
工
学

科
・
飯
田
努
准
教
授
（
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
）
▽
基
礎
工

学
部
電
子
応
用
工
学
科
・
谷
口

淳
講
師
（
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
・

シ
ス
テ
ム
分
野
）
▽
理
工
学
部

応
用
生
物
科
学
科
・
菅
原
二
三

男
教
授
（
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス

分
野
）

務
の
取
組
み
と
日
本
へ
の
期

待
」
と
題
し
て
招
待
講
演
を
行

っ
た
。

　

第
二
日
目
に
は
、
火
災
工
学

研
究
の
各
分
野
を
二
つ
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
会
場
に
分
け
、
総
計

二
十
七
件
の
論
文
発
表
を
行

い
、
両
会
場
で
白
熱
し
た
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
予

定
時
間
を
超
え
て
の
終
了
と
な

っ
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
五
年
間
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
成
果
が
国
内
外
へ

発
信
さ
れ
、
火
災
安
全
科
学
分

５
年
間
の
足
跡　

最
終
報
告

「
先
導
的
建
築
火
災
安
全
工
学
研
究
の

推
進
拠
点
」国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
く

　

三
月
十
日
、
十
一
日
の
二
日

間
、
東
京
理
科
大
学
二
十
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
先
導

的
建
築
火
災
安
全
工
学
研
究
の
推
進
拠
点
」
に
よ
る
第
三
回
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
総
合
研

究
機
構
火
災
科
学
研
究
セ
ン
タ

ー
の
若
松
孝
旺
教
授
（
拠
点
リ

ー
ダ
ー
）
を
中
心
に
、
千
代
田

区
の
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
赤
坂
で
開
催
さ
れ
た
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
昨
年
度
最

終
年
度
を
迎
え
、
五
年
間
の
足

跡
と
将
来
へ
向
け
て
の
報
告
を

「
火
災
安
全
科
学
に
お
け
る
卓

越
し
た
研
究
拠
点
と
そ
の
グ
ロ

ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
」
を
テ
ー
マ
に
、
世
界
十
カ

国
よ
り
二
百
人
を
越
え
る
参
加

者
を
迎
え
て
行
っ
た
。

　

第
一
日
目
第
一
部
で
は
理
事

長
、
学
長
の
挨
拶
の
後
、
事
業

推
進
担
当
者
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ

ロ
グ
ラ
ム
五
年
間
の
足
跡
、
将

来
へ
向
け
て
の
取
り
組
み
〜
ポ

ス
ト
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
〜
が

紹
介
さ
れ
、
第
二
部
は
、
九
カ

国
の
最
先
端
の
火
災
研
究
者
に

よ
り
「
世
界
に
お
け
る
研
究
教

育
拠
点
へ
の
期
待
｜
先
端
的
研

究
・
教
育
・
実
務
お
よ
び
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
」「
火
災
安

全
科
学
分
野
に
お
け
る
世
界
的

重
要
課
題
｜
研
究
・
教
育
・
実

野
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。
各

日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
、

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
、
本

学
の
舞
踏
研
究
部
、Y

osak 
oi

ソ
ー
ラ
ン
部
の
学
生
に
よ

る
作
品
発
表
も
行
わ
れ
大
盛
況

の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

第３回シンポジウム開催
挨拶をする若松孝旺教授

QBIC国際会議’08開催
国内外から昨年上回る参加者

国内外から多数の参加者を集めたQBIC国際会議’08

　

本
学
が
文
部
科
学
省
の
私
立

大
学
高
度
化
推
進
事
業
と
し
て

平
成
十
八
年
か
ら
実
施
し
て
い

る
ハ
イ
テ
ク
・
リ
サ
ー
チ
・
セ

ン
タ
ー
整
備
事
業
で
あ
る
「
量

子
生
命
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー

（
略
称
：
Ｑ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）」（
研
究

代
表
者
：
大
矢
雅
則
・
理
工
学

部
教
授
）
の
主
催
で
、
昨
年
に

引
き
続
い
て
「
第
二
回
Ｑ
Ｂ
Ｉ

Ｃ
国
際
会
議
二
〇
〇
八
」
が
開

催
さ
れ
た
。
三
月
十
二
日（
水
）

か
ら
十
五
日
（
土
）
の
期
間
の

メ
イ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
野
田
キ

ャ
ン
パ
ス
の
カ
ナ
ル
会
館
大
会

議
室
で
、
十
六
日
（
日
）の
サ

テ
ラ
イ
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
同
キ

ャ
ン
パ
ス
の
計
算
科
学
研
究
セ

ン
タ
ー
会
議
室
で
行
わ
れ
、
昨

年
を
上
回
る
二
百
人
を
超
え
る

参
加
者
が
あ
っ
た
。

　

本
国
際
会
議
は
、
本
学
学
長

の
開
会
の
挨
拶
の
後
、
大
矢
雅

則
量
子
生
命
情
報
研
究
セ
ン
タ

ー
長
の
Ｑ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
関
す
る
基
調
講
演
。
続
い

て
量
子
情
報
、
量
子
確
率
、
量

子
物
理
、
生
命
情
報
、
確
率
過

程
な
ど
の
研
究
で
国
際
的
に
活

躍
し
て
い
る
国
外
の
研
究
者
約

十
六
人
と
本
学
を
含
む
国
内
の

研
究
者
約
十
九
人
に
よ
る
量

子
・
生
命
・
情
報
に
関
連
す
る

講
演
が
行
わ
れ
た
。
十
五
日
の

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
お

よ
び
十
六
日
の
サ
テ
ラ
イ
ト
セ

ッ
シ
ョ
ン
ま
で
を
通
し
て
、
分

野
を
超
え
た
横
断
的
で
活
発
な

議
論
が
行
わ
れ
、
国
際
的
に
見

て
も
類
例
の
な
い
も
の
で
あ
っ

た
。

　

ま
た
、
Ｑ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
の
二
年
目

の
報
告
会
も
兼
ね
た
ポ
ス
タ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
が
十
二
日
（
水
）

と
十
四
日
（
金
）
に
行
わ
れ
、

本
学
の
Ｑ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
加
し
て
い
る
研
究
室
か

ら
十
七
件
の
発
表
が
あ
っ
た
。

小
玉
記
念
科
学
賞
に
39
人

平
成
19
年
度

　

平
成
十
九
年
度
小
玉
記
念
科

学
賞
授
与
式
が
三
月
十
九
日
、

学
位
記
・
修
了
証
書
授
与
式
終

了
後
に
神
楽
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
な

ど
で
行
わ
れ
、
各
受
賞
者
の
名

前
が
彫
り
込
ま
れ
た
ク
リ
ス
タ

ル
ガ
ラ
ス
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
贈

呈
さ
れ
た
。
小
玉
記
念
科
学
賞

は
、
㈶
科
学
技
術
振
興
会
（
小

玉
財
団
）
が
学
業
研
究
に
極
め

て
優
秀
な
成
績
を
修
め
た
者
等

に
贈
る
賞
で
、
卒
業
生
の
う
ち

各
学
科
か
ら
推
薦
さ
れ
た
者
に

贈
ら
れ
る
。

　

本
年
度
の
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
。（
敬
称
略
）

【
理
一
】
数
学
・
鈴
木
敏
行
／

物
理
・
林
浩
嗣
／
化
学
・
中
澤

遼
馬
／
数
情
・
増
田
幹
生
／
応

物
・
筒
井
琢
仁
／
応
化
・
髙
田

沙
織

【
理
二
】
数
学
・
鳥
海
匡
人
／

物
理
・
大
橋
純
子
／
化
学
・
神

山
利
彦

【
薬
学
】
薬
学
・
幸
賢
二
郎
／

製
薬
・
江
森
加
奈
子

【
工
一
】
建
築
・
福
士
烈
／
工

化
・
永
江
笙
子
／
電
気
・
戸
枝

輝
朗
／
経
営
・
鳥
居
裕
／
機

械
・
本
田
裕
規

【
工
二
】
建
築
・
平
川
雅
章
／

電
気
・
田
嶋
智
志
／
経
営
・
西

山
剛

【
理
工
】
数
学
・
小
高
優
司
／

物
理
・
上
田
智
之
／
情
報
・
住

田
光
平
／
応
生
・
髙
橋
ま
り
子

／
建
築
・
吉
田
正
哉
／
工
化
・

木
村
貴
則
／
電
情
・
林
哲
平
／

経
営
・
内
田
愛
香
／
機
械
・
今

村
真
子
／
土
木
・
細
谷
真
史

【
基
礎
】
電
子
・
毛
利
悠
理
子

／
材
料
・
森
山
洋
匡
／
生
物
・

西
野
友
紀
子

【
経
営
】
経
営
・
菅
谷
祥
子

【
山
口
理
大
】
電
情
・
田
邉
大

二
／
物
環
・
鈴
木
浩
介

【
諏
訪
理
大
】
電
子
・
瀬
戸
健

二
／
機
械
・
加
藤
智
允
／
経

営
・
西
澤
宗
祐

【
企
業
人
】
立
川
ブ
ラ
イ
ン
ド

工
業
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社

長
・
立
川
光
威

と
理
窓
会
の
合
同
で
お
別
れ
の

会
が
執
り
行
わ
れ
、
塚
本
理
事

長
、
竹
内
学
長
ら
が
列
席
者
を

迎
え
た
。
多
く
の
大
学
関
係

者
、
卒
業
生
、
私
学
団
体
関
係

者
な
ど
三
百
三
十
二
人
の
方
々

に
ご
列
席
を
賜
り
、
故
人
を
偲

ん
だ
。
慎
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

　

本
学
は
一
月
十
二
日（
土
）、

東
京
・
飯
田
橋
の
ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド
モ
ン
ト
に
お

い
て
、
学
内
外
か
ら
百
五
十
人

を
超
え
る
皆
様
に
ご
参
加
を
い

た
だ
き
、
教
員
養
成
Ｇ
Ｐ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
理
数
教
員
養
成
に

お
け
る
Ｓ
Ｔ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
開

発
」
を
開
催
し
た
。

　
「
教
員
養
成
Ｇ
Ｐ
」
と
は
文

部
科
学
省
が
推
進
し
て
い
る
国

公
私
立
大
学
を
通
じ
た
大
学
教

育
改
革
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
つ
で
、
高
度
な
専
門
性
と
豊

か
な
人
間
性
・
社
会
性
を
備
え

た
資
質
の
高
い
教
員
の
養
成
及

び
大
学
院
段
階
に
お
け
る
教
員

資
質
の
高
い
人
材
育
成
を

理
数
教
員
養
成
Ｇ
Ｐ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム講演する東海大学教育開

発研究所長の秋山仁教授

養
成
を
図
る
取
り
組
み
を
選
定

し
、
重
点
的
な
財
政
支
援
を
行

う
も
の
で
あ
る
。
本
学
の
取
り

組
み
は
、
教
職
課
程
に
お
け
る

専
門
的
な
教
科
指
導
力
と
実
践

的
な
生
徒
指
導
力
を
有
す
る
高

等
学
校
理
数
教
員
養
成
と
大
学

か
ら
教
職
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移

行
を
援
助
す
る
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ

ー
ト
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ

れ
を
ス
ク
ー
ル
・
ト
ゥ
・
キ
ャ

リ
ア
（
Ｓ
Ｔ
Ｃ
）
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
命
名
し
、
各
専
門
分
野
で
多

様
か
つ
実
験
的
な
実
践
を
行
っ

た
。
今
回
は
そ
れ
ら
の
成
果
に

つ
い
て
報
告
等
が
行
わ
れ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
本
事
業

の
推
進
責
任
者
の
八
並
光
俊
教

授
が
司
会
進
行
、
竹
内
伸
学

長
、
澤
田
利
夫
Ｓ
Ｔ
Ｃ
セ
ン
タ

ー
長
の
開
会
の
挨
拶
に
続
き
、

東
海
大
学
教
育
開
発
研
究
所
所

長
・
秋
山
仁
教
授
の
基
調
講
演

が
行
わ
れ
た
。
秋
山
教
授
は
、

現
在
の
理
数
教
育
の
現
状
と
課

題
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め

ら
れ
る
学
力
や
教
員
の
資
質
・

能
力
、
理
数
教
育
な
ら
び
に
理

数
教
員
養
成
の
改
善
の
方
向
性

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果
報
告
と

し
て
は
「
理
数
教
員
の
た
め
の

総
合
的
キ
ャ
リ
ア
教
育
」（
八

並
光
俊
教
授
：
理
学
部
第
一
部

教
養
学
科
）、「
Ｓ
Ｔ
Ｃ
セ
ン
タ

ー
に
お
け
る
数
学
教
育
の
取
り

組
み
」（
清
水
克
彦
教
授
：
理

学
部
第
一
部
数
学
科
）、「『
わ

か
る
・
お
も
し
ろ
い
・
た
め
に

な
る
』
理
科
教
育
」（
川
村
康

文
准
教
授
：
理
学
部
第
一
部
物

理
学
科
）、「
Ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る
教

職
用
試
験
シ
ス
テ
ム
」（
宮
岡

悦
良
教
授
：
理
学
部
第
二
部
数

学
科
）
が
行
わ
れ
た
。
続
い

て
、
本
学
総
合
研
究
機
構
数
学

教
育
研
究
部
門
に
よ
り
実
践
報

告
（
澤
田
利
夫
教
授
：
部
門

長
、
眞
田
克
典
教
授
：
理
学
部

第
一
部
数
学
科
）
が
行
わ
れ

た
。
ま
た
、
当
日
配
布
さ
れ
た

冊
子
に
は
「
Ｓ
Ｔ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
活
か
し
た
新
し
い
生
物
学

教
育
へ
の
取
り
組
み
」（
武
村

政
春
講
師
：
理
学
部
第
一
部
教

養
学
科
）、「
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

型
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
の
開

発
及
び
公
開
」（
山
本
芳
人
准

教
授
：
理
学
部
第
一
部
教
養
学

科
）
の
成
果
報
告
が
掲
載
さ
れ

故橘髙先生を偲び多数の人々がつめかけた

故橘髙重義先生偲びお別れ会

て
い
る
。

　

結
び
に
理
学
部
第
一
部
の
橋

本
巖
学
部
長
が
、
今
ま
で
以
上

に
高
度
の
専
門
性
や
実
践
性
を

有
す
る
理
数
教
員
を
養
成
し
て

い
き
た
い
と
挨
拶
が
あ
り
、
盛

会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。
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本
学
は
三
月
十
日
、
十
一
日

に
、
飯
田
橋
レ
イ
ン
ボ
ー
ビ
ル

に
お
い
て
、
第
一
回
国
際
連
携

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、

連
携
大
学
で
あ
る
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
デ
イ
ヴ
ィ
ス
校
、
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
タ
ク

ル
ー
ズ
校
、
オ
ハ
イ
オ
州
立
大

学
を
は
じ
め
と

し
て
、
今
後
連

携
を
拡
大
し
て

い
く
有
力
大
学

で
あ
る
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
大
学

サ
ン
タ
バ
ー
バ

ラ
校
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
大
学

ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル

ス
校
、
ウ
ォ
ー

タ
ー
ル
ー
大
学
、

ト
ロ
ン
ト
大
学
、

コ
ロ
ラ
ド
大
学
、

高
麗
大
学
、
浙

江
大
学
、
清
華

大
学
、
イ
ン
ド

科
学
院
大
学
の

計
十
二
校
か
ら

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
研
究
者
を
招
聘
し
、
海
外
大

学
か
ら
二
十
四
人
（
学
内
、
外

か
ら
約
三
百
四
十
人
）
を
超
え

る
参
加
者
が
あ
っ
た
。

　

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
、
文
部
科
学
省
国
際
化
推
進

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
先
端
的
国
際
化

連
携
支
援
」
に
採
択
さ
れ
た

「
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
活
躍
す

る
理
工
系
人
材
の
養
成
」
の
一

環
で
行
う
も
の
で
あ
る
。
第
一

回
目
は
「
物
質
科
学
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
連
携
大
学
間
の
共

同
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を

図
り
、
共
同
研
究
の
シ
ー
ズ
を

発
見
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

　

初
日
の
十
日
は
石
井
力
・
学

長
補
佐
、
橋
本
巖
・
理
学
部
第

一
部
学
部
長
の
挨
拶
の
後
、
福

山
秀
敏
・
総
合
研
究
機
構
長
か

ら
本
学
の
物
質
科
学
関
連
分
野

の
研
究
活
動
の
説
明
が
行
わ
れ

た
。
そ
の
後
、
本
学
教
員
お
よ 　

平
成
十
九
年
度
の
就
職
状
況

は
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
で
の

米
景
気
減
速
、
原
油
価
格
高
騰

な
ど
の
不
安
要
素
は
あ
る
も
の

の
、
雇
用
状
況
は
少
子
化
に
よ

る
若
年
労
働
力
の
減
少
や
製
造

業
が
技
術
伝
承
の
た
め
の
人
材

確
保
等
を
起
因
と
し
た
「
売
り

手
市
場
」
が
続
き
、
就
職
活
動

の
早
期
化
に
拍
車
を
か
け
て
い

る
。
学
生
が
企
業
を
選
ぶ
傾
向

が
強
ま
り
、
絞
り
込
ん
だ
企
業

か
ら
内
定
が
取
り
や
す
く
な
っ

て
お
り
、
重
複
内
定
も
多
数
に

及
ん
だ
。
ま
た
、
大
企
業
の
大

量
採
用
に
伴
い
、
中
堅
・
中
小

企
業
で
は
採
用
学
生
の
確
保
が

難
し
く
、
本
学
に
も
追
加
、
再

募
集
の
求
人
依
頼
が
夏
休
み
以

降
も
続
い
た
。
こ
う
し
た
状
況

下
、
本
学
の
就
職
内
定
率
は

九
六
％
（
三
月
十
九
日
現
在
）

と
な
っ
て
い
る
。

　

別
表
の
通
り
（
平
成
十
九
年

度
主
な
就
職
内
定
先
）
大
手
の

電
機
・
自
動
車
メ
ー
カ
ー
、
情

報
産
業
へ
の
多
数
内
定
が
目
立

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
本
学
の
学

生
が
十
分
な
基
礎
学
力
と
高
度

な
専
門
知
識
を
身
に
付
け
た

「
実
力
主
義
の
教
育
理
念
」
が

社
会
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る

現
れ
で
あ
る
。

　

教
員
関
係
は
公
立
・
私
立
学

校
に
百
一
人
が
内
定
し
、
国

家
・
地
方
公
務
員
は
百
人
が
内

定
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
学
院

修
士
課
程
に
千
六
百
四
十
九
人

（
昼
間
部
進
学
率
五
〇・
五
％
）

が
進
学
す
る
。

　

就
職
課
で
は
低
学
年
か
ら
の

キ
ャ
リ
ア
支
援
と
し
て
の
「
キ

ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ

ー
」
を
始
め
、
様
々
な
キ
ャ
リ

ア
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
六
月

に
は
学
部
三
年
次
・
大
学
院
修

士
一
年
次
を
対
象
と
し
た
「
第

一
回
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
が

「
将
来
の
進
路
選
択
に
対
す
る

心
構
え
」
を
中
心
テ
ー
マ
に
し

て
、
次
年
度
の
卒
業
・
修
了
時

の
進
路
選
択
に
向
け
て
キ
ャ
リ

ア
支
援
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　

ま
た
順
次
、
職
業
適
性
検

査
、
Ｓ
Ｐ
Ｉ
対
策
模
試
、
エ
ン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
対
策
講
座
な
ど

の
「
就
職
試
験
対
策
模
試
・
講

座
」
を
予
定
し
て
い
る
。
本
学

の
特
徴
で
あ
る
「
学
内
企
業
研

究
セ
ミ
ナ
ー
」・「
業
界
研
究

会
」、「
マ
ナ
ー
講
習
会
」・「
面

接
講
習
会
」
等
、
各
種
研
究
会

や
講
座
が
充
実
し
て
お
り
、
例

年
多
く
の
学
生
が
参
加
し
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
公
務
員

希
望
者
に
対
し
て
は
、
国
家
公

務
員
Ⅰ
種
、
Ⅱ
種
、
地
方
公
務

員
上
級
試
験
合
格
を
目
標
に
業

務
説
明
会
や
模
擬
試
験
等
が
実

施
さ
れ
、
教
員
希
望
者
に
つ
い

て
も
、
十
月
の
「
教
員
ガ
イ
ダ

ン
ス
」
や
教
員
模
擬
試
験
等
各

種
指
導
を
随
時
行
っ
て
い
る
。

　

低
学
年
生
も
、
上
記
で
紹
介

し
た
各
種
キ
ャ
リ
ア
支
援
行
事

へ
の
参
加
は
大
歓
迎
な
の
で
、

学
年
を
問
わ
ず
積
極
的
に
参
加

し
、
早
期
か
ら
自
身
の
キ
ャ
リ

ア
形
成
に
役
立
た
せ
て
ほ
し
い
。

就
職
内
定　
好
調
持
続

就
職
内
定　
好
調
持
続

平
成
19
年
度

活
動
の
早
期
化
進
む

＜（株）（相）（独）は省略＞

企業名・省庁名等 内定
者数

建
　
　
　

設

業
種

・ゴ
ム・
窯
業

繊
維
・
石
油

金
属
製
品

非
鉄
・

電
　

気
　

機
　

械
　

器
　

具

輸
送
用
機
械
器
具

化
学
工
業

医
薬
・
化
粧
品

食
料
品

製
造

そ
の
他

商
　
　

業

金
融
・
保
険
・
証
券

情
報
・そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス

運
輸
・
通
信
・
不
動
産
・エ
ネ
ル
ギ
ー

国
家
公
務
員

保
健
業

医
療
・

地
方
公
務
員

教
　

育

平成19年度    主な就職内定先

機
械
・
精
密

清水建設
大和ハウス工業
竹中工務店
鹿島建設
大林組
積水ハウス
奥村組
タマホーム
大成建設
安藤建設
関電工
三井住友建設
長谷工コーポレーション
ＮＴＴファシリティーズ
三菱地所設計
日本ハム
日本たばこ産業
明治乳業
旭化成
日本ゼオン
花王
積水化学工業
住友スリーエム
日立化成工業
昭和電工
東ソー
クレハ
住友化学
富士フイルム
エーザイ
中外製薬
アステラス製薬
武田薬品工業
佐藤製薬
大鵬薬品工業
大塚製薬
日本化薬
ノバルティスファーマ
杏林製薬
小野薬品工業
久光製薬
塩野義製薬
ブリヂストン
出光興産
東レ
住生活グループ
三菱レイヨン
フジクラ
日本発条
ＤＯＷＡホールディングス
三菱マテリアル
住友電気工業
三井金属鉱業
ＹＫＫ
オリンパス
三菱重工業
小松製作所
テルモ
ＩＨＩ
セイコーインスツル
ニコン
日本精工
キヤノンファインテック
ダイキン工業
ペンタックス
日立メディコ
キヤノン
日本電気
日立製作所
リコー
ソニー
東芝
富士通
三菱電機
富士ゼロックス
松下電器産業
日本ヒューレット・パッカード
シャープ
セイコーエプソン
パイオニア
京セラ
三洋電機
キーエンス
横河電機
村田製作所
旭化成エレクトロニクス
アドバンテスト
サンケン電気
ジョンソンコントロールズ
ＴＤＫ
本田技研工業
トヨタ自動車
スズキ
豊田自動織機
デンソー
ヤマハ発動機
マツダ
三井造船
日産自動車
ボッシュ
ＮＯＫ
凸版印刷
大日本印刷

13
11
9
8
7
7
5
4
4
4
4
3
3
3
3
4
3
3
5
5
5
4
4
4
3
3
3
3
3
12
6
6
5
5
5
4
4
4
3
3
3
3
8
7
7
5
3
4
3
3
3
3
3
3
14
9
9
8
6
6
5
4
3
3
3
3
36
33
22
21
21
16
15
13
11
11
9
9
7
6
6
6
5
5
5
3
3
3
3
3
27
26
18
9
9
8
7
6
5
4
3
19
13

クラフト
総合メディカル
セブン－イレブン・ジャパン
キヤノンマーケティングジャパン
内田洋行
大塚商会
都築電気
三菱東京ＵＦＪ銀行
三井住友銀行
大和証券グループ本社
りそな銀行
日本生命保険
三菱ＵＦＪ証券
新光証券
日興コーディアル証券
損害保険ジャパン
常陽銀行
第四銀行
千葉銀行
野村證券
大和証券エスエムビーシー
大同生命保険
日本興亜損害保険
東日本旅客鉄道
ソフトバンク
ＫＤＤＩ
東日本電信電話
東武鉄道
全日本空輸
東京電力
東北電力
レオパレス２１
エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ
日本電信電話
ＮＴＴデータ
大和総研
野村総合研究所
伊藤忠テクノソリューションズ
ＮＥＣソフト
ヤフー
アクセンチュア
エヌ・ティ・ティ・コムウェア
日立ソフトウェアエンジニアリング
日本アイ・ビー・エム
ＣＳＫホールディングス
フューチャーアーキテクト
アクセンチュア・テクノロジー・ソリューションズ
日本総合研究所
東京ＣＲＯ
ＮＥＣネクサソリューションズ
日本ユニシス
日立情報システムズ
みずほ情報総研
シーエーシー
富士ソフト
ＴＩＳ
第一生命情報システム
日立情報通信エンジニアリング
三菱総研ＤＣＳ
インテック
日立システムアンドサービス
オリックス
日本電気通信システム
ＡＪＳ
楽天
日立ビジネスソリューション
ジャステック
イーピーエス
新日鉄ソリューションズ
日比谷コンピュータシステム
三菱電機インフォメーションシステムズ
日本総研ソリューションズ
郵便局
アビーム　コンサルティング
国立がんセンター東病院
シミック
医薬品医療機器総合機構
陸上自衛隊
特許庁
防衛省
経済産業省
東京都（都職員）
埼玉県（県職員）
神奈川県（県職員）
千葉県（県職員）
東京消防庁
警視庁
横浜市職員
東京都公立学校教員
埼玉県公立学校教員
千葉県公立学校教員
神奈川県公立学校教員

6
5
5
4
3
3
3
17
14
11
7
7
5
4
4
4
3
3
3
3
3
3
3
12
10
9
9
8
8
5
5
4
4
3
24
17
17
13
10
10
10
9
9
9
8
7
7
7
7
6
6
6
5
5
5
5
4
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
2
2
2
2
7
4
4
3
3
3
3
8
2
2
2

本学から17人採用内定
＜ 平成20年度 ＞

日本学術振興会特別研究員日本学術振興会特別研究員

海外12校代
表と連携会議

共同研究のシーズ模索
第一回ワークショップ

ワークショップ参加者たち＝飯田橋レインボービルの会場で

び
参
加
大
学
の
研
究
者
か
ら
主

に
ナ
ノ
カ
ー
ボ
ン
や
ナ
ノ
マ
テ

リ
ア
ル
に
関
連
し
た
物
質
科
学

に
関
す
る
二
分
野
に
つ
い
て
の

研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は

竹
内
学
長
の
挨
拶
の
後
、
文
部

科
学
省
高
等
教
育
局
高
等
教
育

企
画
課
国
際
企
画
室
長
・
田
口

重
憲
氏
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ

い
た
。
続
い
て
、
渡
辺
国
際
交

流
担
当
理
事
に
よ
る
乾
杯
の
発

声
で
懇
談
に
入
っ
た
。

　

翌
十
一
日
は
、
光
触
媒
太
陽

光
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
に
関
連
し

た
材
料
科
学
や
、
学
際
的
研
究

に
関
す
る
二
分
野
に
つ
い
て
の

研
究
発
表
の
後
、
ポ
ス
タ
ー
セ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
終
了
後
の

翌
十
二
日
に
は
、
国
際
連
携
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
に
つ
い

て
、
連
携
三
大
学
間
に
お
け
る

相
互
理
解
・
共
通
認
識
、
連
携

内
容
を
確
認
す
る
た
め
、
連
携

大
学
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
一

堂
に
会
し
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
ズ
調
整
会
議
を
実
施
し
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

今
後
も
、
本
学
は
国
際
連
携

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
強
力
に
推

進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
連
携

大
学
の
拡
大
を
目
指
し
て
、
上

記
各
大
学
と
も
交
流
を
積
極
的

に
進
め
、
本
取
組
の
発
展
性
を

追
求
し
、
そ
の
汎
用
性
を
国
際

社
会
に
発
信
し
て
い
く
。

平
成
19
年
度

私
学
助
成

総
額
で
５
億
円
減（ 

）
前年比

本
学
　

は
35
億
9,800
万
円

法
人
全
体

日 本 大
早 稲 田 大
慶 應 義 塾 大
東 海 大
近 畿 大
立 命 館 大
北 里 大
昭 和 大
順 天 堂 大
明 治 大
福 岡 大 学
東京慈恵会医科大
東 京 理 科 大
東京女子医科大
中 央 大
同 志 社 大
関 西 大
法 政 大 学
関 西 学 院 大
久 留 米 大

①（   １）
②（   ２）
③（   ３）
④（   ４）
⑤（  6）
⑥（  5）
⑦（  8）
⑧（10）
⑨（  9）
⑩（  ７）
⑪（14）
⑫（１7）
⑬（１3）
⑭（１5）
⑮（１1）
⑯（１2）
⑰（１6）
⑱（20）
⑲（19）
⑳（１８）

平成１9年度私大補助金● 交付額　　　上位２０校 ●
（　）内の数字は前年度順位／単位億円

119.0
93.1
87.3
59.4
52.5
51.6
41.7
40.7
39.6
38.0
36.8
33.2
32.4
31.4
30.8
30.4
29.4
28.0
27.1
26.6

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済

事
業
団
は
平
成
十
九
年
度
の
私

立
大
学
等
（
私
立
大
学
・
短

大
・
高
専
）
に
対
す
る
補
助
金

交
付
状
況
を
発
表
し
た
。

東
京
理
科
大
学
で
は
、
三
十 

二
億
四
千
四
百
万
円
、
山
口
東

京
理
科
大
学
は
一
億
七
千
八
百 

万
円
、
諏
訪
東
京
理
科
大
学
は

一
億
七
千
六
百
万
円
で
、
学
校

法
人
全
体
で
は
三
十
五
億
九
千 

八
百
万
円
と
な
っ
た
。

全
国
の
私
立
大
学
等
に
対
す

る
補
助
金
総
額
は
、
前
年
度
よ

り
約
三
億
九
千
二
百
万
円
増

（
〇・
一
％
）
の
三
千
二
百
八 

十
億
五
千
万
円
だ
っ
た
が
、
私

立
大
学
の
み
で
比
較
す
る
と
前

年
度
よ
り
約
五
億
円
減
（
〇
・ 

二
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

補
助
金
が
交
付
さ
れ
た
私
立

大
学
は
八
校
増
え
、
五
百
二
十 

六
校
と
な
り
、
一
校
あ
た
り
の

交
付
額
は
九
百
七
十
九
万
円
減

の
五
億
七
千
八
十
五
万
円
だ
っ

た
。
ま
た
学
生
一
人
当
た
り
に

換
算
す
る
と
前
年
度
同
様
の

十
六
万
八
千
円
で
あ
っ
た
。

　

平
成
二
十
年
度
の
日
本
学
術

振
興
会
特
別
研
究
員
が
発
表
さ

れ
、
本
学
か
ら
十
七
人
の
大
学

院
生
ら
が
採
用
内
定
し
た
。

　

特
別
研
究
員
制
度
は
、
大
学

院
博
士
課
程
在
学
者
及
び
大
学

院
博
士
課
程
修
了
者
等
で
優
れ

た
研
究
能
力
を
有
し
、
大
学
等

研
究
機
関
で
研
究
に
専
念
す
る

こ
と
を
希
望
す
る
者
を
「
特
別

研
究
員
」
と
し
て
採
用
し
、
研

究
奨
励
金
を
支
給
す
る
制
度
で

あ
る
。
本
学
か
ら
は
七
十
三
人

が
申
請
し
て
お
り
、
昨
年
度
の

全
国
採
用
率
（
一
七・
六
％
）

よ
り
高
い
採
用
率
の
二
三・
三

％
と
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
学
術
振
興
会
は
、
学
術

研
究
の
助
成
、
研
究
者
の
養
成

の
た
め
の
資
金
の
支
給
等
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
学
術
の
振
興

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設

立
さ
れ
た
独
立
行
政
法
人
で
あ

る
。
特
別
研
究
員
制
度
の
ほ

か
、
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ

る
研
究
助
成
も
行
っ
て
い
る
。

【
採
用
内
定
者
】（　

）
内
は
平

成
十
九
年
度
の
所
属
。敬
称
略
。

　

◇
区
分
‥
Ｐ
Ｄ

段
下　
一
平
（
他
大
学
大
学
院
）

　

◇
区
分
‥
Ｄ
Ｃ
２

斎
藤　

竜
男
（
理
研
）

駒
川　

晋
輔
（
理
研
）

小
泉　

和
之
（
理
研
）

加
藤　

慎
啓
（
理
研
）

片
山　

拓
馬
（
理
研
）

伊
東　

聖
哉
（
理
工
研
）

山
本　

隆
彦
（
理
工
研
）

川
瀬　

竜
也
（
基
礎
工
研
）

西
本　

一
恵
（
基
礎
工
研
）

森
田
梨
津
子
（
基
礎
工
研
）

鮎
川　

友
紀
（
基
礎
工
研
）

　

◇
区
分
‥
Ｄ
Ｃ
１

小
笹　

哲
夫
（
理
研
）

伊
藤　

貴
彦
（
工
研
）

今
井　

弘
光
（
理
工
研
）

石
田
研
太
郎
（
基
礎
工
研
）

山
田　

健
太
（
基
礎
工
研
）

◇
日
本
学
術
振
興
会
Ｈ
Ｐ

http://www.jsps.go.jp/



　

学
報
167
号
で
既
報
の
と
お

り
、
同
窓
生
が
中
心
と
な
っ
て

進
め
ら
れ
て
き
た
「
東
京
理
科

大
学
発
祥
の
地
記
念
碑
」（
千

代
田
区
飯
田
橋
二
｜
一
）
が
竣

工
、
三
月
十
五
日
（
土
）
に
除

幕
式
・
お
披
露
目
会
が
九
段
校

舎
で
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
理
窓
会
会
長
の
塚
本

桓
世
理
事
長
は
じ
め
竹
内
伸
学

　

東
京
理
科
大
学
理
窓
会
の
関

連
組
織
で
あ
る
理
窓
博
士
会

は
、
新
た
に
博
士
の
学
位
を
取

得
さ
れ
た
同
窓
生
と
本
学
教
員

を
招
い
て
、
毎
年
、
記
念
講
演

会
・
祝
賀
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
学
生
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
、
ど
な
た
で
も
、
奮
っ
て
ご

東
京
理
科
大
学
周
年
募
金
事
務
室
☎
〇
三
・
五
二
二 

八
・
八
七
二
三
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
・
三
二
六
〇
・
四
三
六
三 

＊e-m
ail

：125shunen@
adm

in.tus.ac.jp

＊U
RL:http://w

w
w

.tus.ac.jp/125/

問い合わせ先

に
参
集
し
、
年
賀
の
交
換
が
行

わ
れ
ま
す
。
そ
の
会
場
で
前
年

度
に
叙
勲
さ
れ
た
同
窓
へ
の
記

念
品
の
贈
呈
と
同
時
に
坊
っ
ち

ゃ
ん
賞
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま

す
。
坊
っ
ち
ゃ
ん
賞
は
理
窓
会

で
主
催
す
る
顕
彰
で
す
。
卒
業

後
、
各
界
で
の
教
育
・
研
究
業

績
、
産
業
界
で
の
活
躍
な
ど
、

同
窓
が
社
会
に
出
て
東
京
理
科

大
学
の
名
声
を
高
め
る
こ
と
に

貢
献
し
た
人
物
を
対
象
に
贈
呈

し
て
お
り
ま
す
。
過
去
に
は
芸

能
活
動
で
評
価
さ
れ
、
贈
呈
さ

れ
た
方
も
い
ま
す
。

　

ま
た
、
理
窓
会
の
関
連
組
織

の
理
窓
博
士
会
で
は
毎
年
新
た

に
博
士
の
称
号

を
取
ら
れ
た
方

を
お
招
き
し
て
、
業
績
発
表
会

と
祝
賀
会
を
開
い
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
理
窓
教
育
会
で
は
新

規
に
教
員
に
採
用
試
験
さ
れ
た

方
、
管
理
職
試
験
に
受
か
っ
た

教
員
を
お
招
き
し
、
激
励
会
を

開
い
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
来

賓
と
し
て
学
長
、
理
事
長
が
出

席
し
、
お
祝
い
と
激
励
の
言
葉

を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
理
窓
会
で
は
同

窓
の
活
動
を
見
守
り
、
支
援
・

顕
彰
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

＊�

理
窓
会
：
本
学
卒
業
生
が
自

動
的
に
加
入
す
る
同
窓
会
。

＊
理
窓
会
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
：

http://risoukai.rikadai.jp/

●
激
励
と
顕
彰

　

前
号
で
も
述
べ
ま
し
た
が
、

理
窓
会
は
同
窓
同
士
の
親
睦
を

は
か
り
、
同
窓
が
大
学
を
支
援

で
き
る
体
制
を
作
る
と
い
う
東

京
理
科
大
学
フ
ァ
ミ
リ
ー
づ
く

り
の
接
着
剤
の
役
割
を
は
た
す

組
織
で
す
。
そ
の
目
的
に
そ
っ

て
種
々
活
動
し
て
お
り
ま
す

が
、
同
窓
の
活
躍
を
顕
彰
す
る

た
め
の
表
彰
や
こ
れ
か
ら
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
若
手
同
窓
の
激

励
会
の
開
催
、

な
ど
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

毎
年
、
新
年
早
々
（
本
年
は

一
月
五
日
）
新
年
茶
話
会
が
開

か
れ
ま
す
。
例
年
二
百
〜
三
百

人
の
同
窓
が
ホ
テ
ル
の
大
広
間

理

窓

会
だ
よ
り同

窓
の
活
動
を
見
守
り
ま
す

「
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
募
金
」
に
ご
賛
同
い
た
だ

き
、
ご
寄
付
を
た
ま
わ
っ
た
方
々
の
ご
芳
名
を
掲
載
し
ま
す
。
今

回
は
、
二
〇
〇
七
年
十
一
月
一
日
〜
二
〇
〇
八
年
一
月
三
十
一
日

創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業　
寄
付
者
芳
名

ま
で
に
お
振
込
み
い
た
だ
い
た
分
で
す
。

ご
芳
名
は
区
分
別
・
金
額
別
・
五
十
音
順
で
す
が
、
区
分
で
重

複
す
る
方
は
い
ず
れ
か
一
つ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
：
７
月
19
日
（
土
）
13

時
30
分
〜
17
時

◇
会
場
：
神
楽
坂
校
舎
１
号
館

17
階
記
念
講
堂

◇
対
象
：
学
生
及
び
一
般
（
直

接
受
付
に
お
出
で
下
さ
い
）

◇
内
容
▽
新
学
位
取
得
者
に
よ

る
研
究
発
表
▽
記
念
講
演

◇
参
加
費
：
無
料

◇
問
い
合
わ
せ
：
半
谷
精
一
郎

hangai@ee.kagu.tus.ac.jp

＊
講
演
会
終
了
後
に
祝
賀
会

（
会
費
制
）
を
行
い
ま
す
。

＊
詳
細
は
理
窓
博
士
会
Ｈ
Ｐ

（http://www.rs.suwa.tus.
ac.jp/risoudr/

）
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

長
、
児
島
紘
・
理
窓
会
幹
事
長

が
参
加
の
下
、
大
学
か
ら
記
念

碑
建
立
の
会
へ
お
礼
の
言
葉
、

感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。

　

本
学
は
、
百
二
十
七
年
前
に

私
立
稚
松
学
校
の
一
部
を
借
り

て
開
所
し
た
東
京
物
理
学
講
習

所
を
発
祥
と
す
る
。
同
講
習
所

に
つ
い
て
は
明
治
十
四
年
付
郵

便
報
知
新
聞
の「
東
京
物
理
学

講
習
所
設
立
広
告
」や『
東
京

物
理
学
校
五
十
年
小
史
』に
記

載
さ
れ
て
い
る
が
、
番
地
の
記

載
が
な
く
、
稚
松
学
校
の
記
録

で
も
、
そ
れ
が
旧
麹
町
区
飯
田

町
四
丁
目
一
番
地
と
分
か
っ
た

も
の
の
、
場
所
を
確
定
で
き
な

か
っ
た
。と
こ
ろ
が
、二
〇
〇
六

年
に
千
代
田
区
立
図
書
館
倉
庫

か
ら
明
治
二
十
八
年
製
作
の
地

図
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
他
資
料

に
よ
り
本
学
発
祥
の
地
は
現
千

代
田
区
立
掘
留
南
児
童
公
園
周

辺
と
推
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

【
同
窓
生
】

◇
金
六
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

森
野　
義
男
様

（
累
計
金
八
九
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
四
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

森
戸　
祐
幸
様

（
累
計
金
六
四
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

大
久
保　
理
様

（
累
計
金
三
、二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
、二
五
〇
、〇
〇
〇
円

上
田　
雅
貴
様

◇
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

天
野　
　
久
様

（
累
計
金
五
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

黒
住　

忠
夫
様

（
累
計
金
二
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

佐
藤　
一
成
様

◇
金
六
〇
〇
、〇
〇
〇
円

宮
川　
公
治
様

（
累
計
金
五
、一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

大
沼　
　
満
様

（
累
計
金
二
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

城
戸　
宏
一
様

◇
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

島
崎　
益
男
様

（
累
計
金
三
、二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円

上
野　
準
一
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

水
野　
　

澄
様

（
累
計
金
七
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

髙
㟢　
勝
文
様

◇
金
一
五
五
、〇
〇
〇
円

袴
田　
忠
士
様

◇
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円

奥
田　
孝
子
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

髙
野　
京
子
様

（
累
計
金
三
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
二
五
、〇
〇
〇
円

馬
場　
雅
子
様

（
累
計
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

阿
部　
治
男
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

市
古　
雄
城
様

加
藤　
倫
子
様

（
累
計
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

神
原　
　
勤
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

黒
崎　
弘
康
様

（
累
計
金
八
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

笹
川　
俊
夫
様　
清
水　
洋
平
様

清
水　
善
廣
様

杉
田　
康
一
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

鈴
木　
理
之
様　
寶
田　
佳
央
様

田
中　
　
忍
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

田
中　
理
房
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

角
田　
智
良
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

根
本　
悦
朗
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

長
谷
川
智
哉
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

藤
下　
宏
朗
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

三
橋　
副
美
様

矢
内
原
勝
男
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
田　
建
己
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

吉
田　
一
郎
様　
匿
名　
　
一
名

◇
金
七
〇
、〇
〇
〇
円

渡
邊　
一
郎
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
六
〇
、〇
〇
〇
円

匿
名　
　
一
名

◇
金
五
〇
、〇
〇
〇
円

五
十
嵐
丈
夫
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

池
ノ
内
純
睦
様

石
井　
　
智
様

（
累
計
金
二
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
川　
裕
幸
様

（
累
計
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

奥
村　
弘
樹
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

菰
田　
　
肇
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

田
枝　
泰
治
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

武
田　
直
子
様

立
花　
宏
俊
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

中
原　
誠
一
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

増
田　
純
一
様

三
瀬　
敬
教
様

（
累
計
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

森
川
喜
久
男
様　

山
崎　
仁
志
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
田　
親
夫
様

（
累
計
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

横
山　
成
紀
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　
三
名

◇
金
四
〇
、〇
〇
〇
円

吉
住　
行
夫
様

（
累
計
金
九
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
〇
、〇
〇
〇
円

佐
久
間
元
朗
様

（
累
計
金
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

田
中　
　
実
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

船
水　
　
寛
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

松
本　
太
一
様　
矢
野　
裕
之
様

山
崎　
秀
樹
様

（
累
計
金
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　
三
名

◇
金
二
五
、〇
〇
〇
円

露
木　
哲
司
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
〇
、〇
〇
〇
円

石
井　
英
機
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

今
村　
彰
啓
様

（
累
計
金
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

児
玉　
将
門
様

（
累
計
金
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

田
中　
如
之
様

浜
口　
智
德
様

（
累
計
金
九
〇
、〇
〇
〇
円
）

守
屋　
　
茂
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

柳
澤　
　
泉
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
田　
知
明
様

（
累
計
金
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
〇
、〇
〇
〇
円

安
部　
貴
宏
様

泉
田　
　
保
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

大
友　
良
太
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

大
西　
　
勲
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

大
沼　
敏
美
様　
柏
倉　
直
人
様

君
塚　
正
勝
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

久
保　
卓
也
様

（
累
計
金
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

黒
市　
義
彦
様

杉
山　
秋
彦
様

（
累
計
金
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

鈴
木　
和
敏
様

鈴
木　
　
清
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

千
賀　
浩
平
様

髙
橋　
秀
一
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

髙
橋　
芳
孝
様　
髙
宮
須
美
子
様

髙
宮　
　
宏
様

玉
置　
　
充
様

（
累
計
金
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

土
田　
美
廣
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

角
川
信
一
郎
様

中
埜　
正
一
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

平
井　
淳
一
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

村
上　
誠
之
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

矢
口　
　
亨
様

◇
金
五
、〇
〇
〇
円

小
澤　
基
男
様

（
累
計
金
四
五
、〇
〇
〇
円
）

櫛
田　
鉄
雄
様

（
累
計
金
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

髙
瀬　
享
徳
様

（
累
計
金
五
五
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
、〇
〇
〇
円

村
上　
心
一
様

（
累
計
金
六
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
、〇
〇
〇
円

山
成　
喜
一
様

（
累
計
金
二
〇
二
、〇
〇
〇
円
）

【
父
母
保
証
人
】

◇
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

国
府
田
由
紀
子
様

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

藤
野　
隆
幸
様

◇
金
五
〇
、〇
〇
〇
円

落
合　
秀
行
様

◇
金
三
〇
、〇
〇
〇
円

菅
田　

智
夫
様

【
一
般
個
人
】

◇
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

浜
本　
　

茂
様

【
在
校
生
】

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

廣
野　

雄
飛
様

【
教
職
員
】

◇
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

竹
内　
　

伸
様

（
累
計
金
三
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

塚
本　

桓
世
様

（
累
計
金
七
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

橋
本　
　

巖
様

（
累
計
金
二
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

原　
　

文
雄
様

（
累
計
金
五
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

横
山　

和
夫
様

（
累
計
金
一
二
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　

一
名

◇
金
七
〇
〇
、〇
〇
〇
円

匿
名　
　

一
名

◇
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

澤　
　

芳
昭
様

（
累
計
金
五
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

幡
野　
　

純
様

（
累
計
金
四
、八
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　

三
名

◇
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

片
岡　
　

寬
様

（
累
計
金
二
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
一
〇
、〇
〇
〇
円

山
田　

俊
彦
様

（
累
計
金
四
、六
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

菅
原　

秀
章
様

兵
庫　
　

明
様

（
累
計
金
七
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円

池
北　

雅
彦
様

（
累
計
金
一
、〇
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
四
五
、〇
〇
〇
円

匿
名　
　

一
名

◇
金
一
二
五
、〇
〇
〇
円

藤
野　

仁
三
様

（
累
計
金
八
七
五
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
一
〇
、〇
〇
〇
円

河
村　
　

洋
様

（
累
計
金
四
九
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

新
井　

孝
夫
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

児
島　
　

紘
様

（
累
計
金
二
、九
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

後
藤　

惠
子
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

鈴
木　

智
順
様

（
累
計
金
四
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

塚
越　

幹
郎
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

深
谷　

公
男
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

藤
代　

博
記
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

谷
中　

昭
典
様　

匿
名　
　
四
名

◇
金
八
〇
、〇
〇
〇
円

匿
名　
　

一
名

◇
金
七
〇
、〇
〇
〇
円

野
島　
　

雅
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　

一
名

◇
金
六
五
、〇
〇
〇
円

赤
上　
　

好
様

（
累
計
金
三
八
五
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
六
〇
、〇
〇
〇
円

匿
名　
　

一
名

◇
金
五
八
、〇
〇
〇
円

安
藤　

正
海
様

（
累
計
金
三
三
一
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
五
〇
、〇
〇
〇
円

倉
渕　
　

隆
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
沢　

幸
三
様

酒
井　

吉
雄
様

（
累
計
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

坂
本　

正
典
様

（
累
計
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

澤
田　

利
夫
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

清
水　
　

大
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

清
水　
　

眞
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

福
田　

幸
夫
様

（
累
計
金
三
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

星　
　
　

肇
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

穂
積　

信
道
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
下　

輝
雄
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

渡
辺　

幸
人
様

（
累
計
金
四
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　

四
名

◇
金
四
五
、〇
〇
〇
円

岩
崎　
　

等
様

（
累
計
金
三
八
五
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
四
〇
、〇
〇
〇
円

加
納　
　

誠
様

（
累
計
金
五
九
〇
、〇
〇
〇
円
）

鎌
倉　

高
志
様

（
累
計
金
二
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

田
口　

速
男
様

（
累
計
金
二
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

宮
本　

岩
男
様

（
累
計
金
四
八
三
、〇
〇
〇
円
）

柳
田　

昌
宏
様

（
累
計
金
四
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　

一
名

◇
金
三
九
、〇
〇
〇
円

白
石　

幸
英
様

（
累
計
金
三
七
八
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
五
、〇
〇
〇
円

鶴
島　

克
明
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
〇
、〇
〇
〇
円

菅
井　
　

繁
様

（
累
計
金
四
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

竹
村　

哲
雄
様

（
累
計
金
四
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

本
山　

好
幸
様

（
累
計
金
四
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

矢
島　

博
文
様

（
累
計
金
四
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

吉
留　

通
紀
様

（
累
計
金
二
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　

一
名

◇
金
二
五
、〇
〇
〇
円

岩
館　

寛
大
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

久
保
寺
勝
彦
様

（
累
計
金
一
七
五
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　

一
名

◇
金
二
〇
、〇
〇
〇
円

石
渡
恵
美
子
様

（
累
計
金
二
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

岡
本　
　

哲
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

眞
田　

克
典
様

（
累
計
金
六
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

竹
内　

裕
一
様

（
累
計
金
一
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
九
、〇
〇
〇
円

赤
澤　

豊
信
様

（
累
計
金
一
七
五
、〇
〇
〇
円
）

髙
橋　

正
一
様

（
累
計
金
一
七
五
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
五
、〇
〇
〇
円

茅
壁　

猛
幸
様

（
累
計
金
二
四
五
、〇
〇
〇
円
）

中
村　

一
夫
様

（
累
計
金
一
八
五
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　

一
名

◇
金
一
〇
、〇
〇
〇
円

巻
田　

悦
郎
様

（
累
計
金
一
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

正
木　
　

舞
様

（
累
計
金
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

松
田　
　

大
様

（
累
計
金
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
七
、〇
〇
〇
円

天
沼　

秀
夫
様

（
累
計
金
九
七
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　

四
名

◇
金
六
、二
〇
〇
円

牧　
　

高
司
様

（
累
計
金
二
九
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
六
、〇
〇
〇
円

伊
藤　

享
子
様

（
累
計
金
八
二
、〇
〇
〇
円
）

関
根　
　

広
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　

一
名

◇
金
五
、〇
〇
〇
円

大
島　

博
行
様

村
田　

英
則
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

【
法
人
】

◇
金
一
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
竹
中
工
務
店
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
明
電
舎
様

◇
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
シ
ー
マ
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
様

（
累
計
金
四
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

株
式
会
社
ア
ル
フ
ァ
シ
ス
テ
ム
ズ

様◇
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

丸
善
株
式
会
社
様

（
累
計
金
二
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

京
セ
ラ
株
式
会
社
様

【
団
体
】

◇
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

東
京
理
科
大
学
課
長
会
様

（
累
計
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

東
京
理
科
大
学
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー

ゲ
ル
部
Ｏ
Ｂ
会
様

◇
金
八
一
、〇
〇
〇
円

理
窓
卓
球
会
（
体
育
局
卓
球
部
Ｏ

Ｂ
会
）
様

（
累
計
金
一
、四
二
一
、〇
〇
〇
円
）

遠
藤　
　

晃
様　

永
田　

英
志
様

◇
金
四
〇
、〇
〇
〇
円

24
応
物
会
様

（
累
計
金
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

　

小
針　

治
美
様　

◇
金
三
三
、〇
〇
〇
円

る
つ
ぼ
会
様

（
累
計
金
一
五
八
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
〇
、〇
〇
〇
円

十
分
の
六
人
会
様　

北
村　

栄
成
様　

揖
斐　

秀
夫
様

兼
子　

昌
泰
様　

白
澤　

敏
郎
様

高
井　

敏
雄
様　

和
田　

一
郎
様

◇
金
二
六
、〇
〇
〇
円

１
部
軟
式
庭
球
部
Ｏ
Ｂ
会
様

（
累
計
金
二
四
二
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
五
、〇
〇
〇
円

東
京
理
科
大
学
理
窓
会
信
州
支
部

様（累
計
金
一
、九
九
五
、〇
〇
〇
円
）

奥
原　

敏
夫
様　

堀
内　

文
雄
様

山
崎　

一
信
様　

山
本　

廣
正
様

◇
金
二
三
、九
三
〇
円

２
０
０
７
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

参
加
者
有
志
様　

山
下　

輝
雄
様　

伊
熊　

克
裕
様

池
北　

雅
彦
様　

井
上　

憲
一
様

臼
井
恵
美
子
様　

小
鹿
原
猪
一
様

柏
山
貢
四
郎
様　

加
藤　

俊
明
様

児
島　
　

紘
様　

坂
部　

三
司
様

柴
田　

義
文
様　

西
山　

勝
廣
様

東
原　

美
子
様　

松
井　

辰
男
様

松
井　

煕
子
様　

森
野　

義
男
様

山
崎　

保
美
様　

山
下　
　

正
様

山
田　

義
幸
様　

匿
名　
　

二
名

◇
金
一
六
、〇
〇
〇
円

理
窓
会
茨
城
支
部
様

（
累
計
金
二
〇
七
、〇
〇
〇
円
）

岡
野　

貴
之
様　

鎌
形
あ
い
子
様

河
崎　

公
一
様　

富
田　

桂
次
様

◇
金
一
二
、〇
〇
〇
円

理
大
し
ぶ
き
会
有
志
一
同
（
水
泳

部
Ｏ
Ｂ
会
）
様

久
保　

秀
行
様　

小
澤　

基
男
様

勝
又　
　

剛
様　

倉
田　

慎
一
様

田
中　

秀
人
様　

宮
本　

勝
雄
様

村
松　

修
巳
様　

望
月　

俊
男
様

山
田　

昭
夫
様　

山
本　

修
一
様

◇
金
五
、〇
〇
〇
円

東
京
理
科
大
学
八
戸
地
区
Ｏ
Ｂ
会

様
（
累
計
金
一
九
五
、〇
〇
〇
円
）

　
関
野　

英
明
様

◇
匿
額

東
京
理
科
大
学
能
楽
研
究
部
Ｏ

Ｂ
会
様

（
累
計
金
四
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

　
白
幡　
　

至
様　

【
こ
う
よ
う
会
】

◇
金
一
五
、〇
二
九
、一
二
八
円

個
人　

二
五
九
名

○
入
金
額

［
個
人
］ 

（
二
一
〇
名
）

三
九
、五
七
六
、二
〇
〇
円

［
法
人
］ 

（
六
社
）

一
五
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

［
団
体
］ 

（
一
二
団
体
）

八
九
一
、九
三
〇
円

［
こ
う
よ
う
会
］ 

（
二
五
九
件
）

一
五
、〇
二
九
、一
二
八
円

○
寄
付
総
額
（
二
〇
〇
三
年
十
一

月
一
日
〜
二
〇
〇
八
年
一
月
三
十 

一
日
）

［
個
人
］ 

（
四
、八
〇
二
名
）

七
八
三
、五
一
五
、三
五
〇
円

［
法
人
］ 

（
三
三
四
社
）

七
八
七
、四
一
〇
、〇
〇
〇
円

［
団
体
］ 

（
二
一
三
団
体
）

三
二
、七
八
二
、一
八
二
円

［
こ
う
よ
う
会
］ （
一
、六
二
四
件
）

一
一
六
、八
四
三
、二
九
〇
円
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山
口
東
京
理
科
大
学
で
自
分

の
希
望
と
夢
を
実
現
す
る
た
め

に
、
入
学
さ
れ
た
新
入
生
の
皆

さ
ん
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
学
は
、
創
立
以
来

百
二
十
七
年
の
歴
史
と
伝
統
を

持
つ
東
京
理
科
大
学
の
教
育
と

研
究
を
、
こ
こ
山
口
県
に
お
い

て
も
展
開
し
、
サ
イ
エ
ン
ス
を

通
じ
て
地
域
社
会
の
発
展
に
貢

献
す
べ
く
、
特
色
あ
る
教
育
研

究
を
実
現
し
て
お
り
ま
す
。
教

育
面
に
お
い
て
は
、
全
て
の
学

科
が
日
本
技
術
者
教
育
認
定
機

構（
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
）か
ら
認
定
を

受
け
、
世
界
水
準
の
ハ
イ
レ
ベ

ル
な
技
術
者
教
育
を
行
っ
て
い

る
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
山
口
県
や
企
業
と
連
携

し
て
応
答
速
度
が
速
く
、
よ
り

鮮
明
な
次
世
代
の
液
晶
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
の
研
究
開
発
を
、
文
部

科
学
省
か
ら
の
支
援
も
受
け
な

が
ら
す
す
め
て
い
る
ほ
か
、
環

境
管
理
の
国
際
規
格
で
あ
る

「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
」
の
認
定

を
受
け
、
環
境
に
や
さ
し
い
キ

ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
に
取
り
組
む

な
ど
、
科
学
技
術
者
教
育
の
活

性
化
・
研
究
の
高
度
化
に
絶
え

ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
め
ざ
ま
し

い
実
績
を
挙
げ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
年
度
か
ら
学
外

の
方
の
意
見
を
取
り
入
れ
つ

つ
、
学
部
教
育
を
中
心
と
し
た

教
育
組
織
・
教
育
内
容
の
見
直

し
に
着
手
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、「
も
の
づ
く
り
」
を
基
盤

と
し
た
地
域
貢
献
型
教
育
大
学

と
し
て
、
新
た
な
展
開
を
図
っ

て
い
く
所
存
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
学
で
は
、

新
し
い
歴
史
を
創
り
あ
げ
る
べ

く
日
々
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す

が
、
大
学
で
は
自
ら
学
ぶ
と
い

う
積
極
的
な
姿
勢
が
な
け
れ

ば
、
満
足
の
い
く
学
生
生
活
を

送
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
も
、
皆
さ
ん
に
は
、

ぜ
ひ
、
自
分
自
身
の
「
夢
」
や

「
目
標
」
を
持
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
理
工
系
の

大
学
で
学
ぶ
こ
と
の
大
き
な
喜

び
は
、
自
ら
が
目
標
を
設
定
し

て
自
ら
の
手
で
、
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
な
が
ら
新
し
い
成
果

　

本
学
で
は
毎
月
、
就
職
希
望

者
の
所
属
す
る
研
究
室
に
就
職

活
動
状
況
調
査
書
を
配
布
し

て
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の
進
捗

状
況
を
調
査
し
、
活
動
状
況
を

把
握
し
た
う
え
で
個
別
相
談
や

求
人
情
報
提
供
を
実
施
し
て
い

る
。

　

平
成
十
九
年
度
の
就
職
内
定

率
は
最
終
的
に
三
年
連
続
で

九
九・
一
％
を
達
成
し
て
い
る

が
、
今
年
の
内
定
状
況
を
昨
年

と
比
較
す
る
と
調
査
開
始
の
平

成
十
九
年
五
月
時
点
で
の
内
定

率
は
二
八・
〇
％
（
昨
年

二
〇・
〇
％
）
と
八
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
て
い
た
。
以
下
、
同
様

に
六
月
の
内
定
率
五
二・
五
％

（
八・
四
ポ
イ
ン
ト
上
昇
）、
七

月
六
六・四
％
（
一
〇・八
ポ
イ

ン
ト
上
昇
）
と
内
定
獲
得
時
期

が
早
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
れ
ら
は
、
既
報
さ
れ
て

い
る
と
お
り
就
職
戦
線
の
売
り

手
市
場
、
製
造
業
を
中
心
と
し

て
理
工
系
学
生
の
獲
得
競
争
を

裏
付
け
て
い
る
。

　

主
な
内
定
先
企
業
と
し
て
、

電
子
・
情
報
工
学
科
で
は
、
Ｎ

Ｅ
Ｃ
液
晶
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
東

芝
松
下
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
、
富
士
通
メ
デ
ィ
ア
デ

バ
イ
ス
、
矢
崎
総
業
。
物
質
・

環
境
工
学
科
で
は
、
田
村
薬
品

工
業
、
理
想
科
学
工
業
、
荏
原

テ
ク
ノ
サ
ー
ブ
な
ど
と
な
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
新
た
に
就
職
活
動
を

開
始
し
た
三
年
生
お
よ
び
修
士

一
年
生
に
対
し
て
二
月
五
日
、

東
京
理
科
大
学
技
術
士
会
と
の

共
催
に
よ
り
「
企
業
研
究
セ
ミ

ナ
ー
〔
応
用
編
〕」
を
本
学
で

開
催
し
た
。
同
セ
ミ
ナ
ー
に
は

初
参
加
の
ア
ル
バ
ッ
ク
、
Ｎ
Ｅ

Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
サ
、
ク

ボ
タ
松
下
電
工
外
装
等
を
含

め
、
こ
れ
ま
で
で
最
高
の
五
十 

三
社
が
参
加
し
て
お
り
、
活
発

な
就
職
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。

　

三
月
十
八
日
（
火
）、
本
学

で
平
成
十
九
年
度
学
位
記
授
与

式
が
挙
行
さ
れ
、
基
礎
工
学
部

電
子
・
情
報
工
学
科
九
十
三
人
、

物
質
・
環
境
工
学
科
五
十
六

人
、
大
学
院
基
礎
工
学
研
究
科

二
十
一
人
に
対
し
、
学
位
記
が

授
与
さ
れ
た
。
塚
本
桓
世
学
長

は
式
辞
で
「
学
問
だ
け
で
な
く

様
々
な
体
験
を
含
め
た
、
本
学

で
の
学
び
を
土
台
に
し
、
こ
れ

か
ら
も
不
断
の
研
鑽
を
重
ね
、

積
極
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

果
た
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

は
な
む
け
の
言
葉
を
贈
っ
た
。

　

ま
た
、
卒
業
生
を
代
表
し
て

物
質
・
環
境
工
学
科
の
石
津
智

世
さ
ん
が
「
こ
の
四
年
間
の
学

生
生
活
で
学
ん
で
き
た
こ
と

は
、
私
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
拠

り
ど
こ
ろ
に
な
る
も
の
で
、
感

謝
の
気
持
ち
は
言
葉
で
は
表
現

で
き
な
い
ほ
ど
で
す
。
自
分

の
持
て
る
力
を
精
一
杯
発
揮
し

て
、
一
歩
一
歩
前
に
進
ん
で
い

き
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

　

閉
式
後
、
日
本
技
術
者
教
育

認
定
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
）
の

技
術
者
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修

了
し
た
両
学
科
の
卒
業
生
に
対

し
修
了
証
が
授
与
さ
れ
、
小
玉

記
念
科
学
賞
の
表
彰
式
も
執
り

行
わ
れ
た
。

　

盛
大
な
拍
手
と
と
も
に
見
送

ら
れ
た
卒
業
生
た
ち
は
、
自
信

に
満
ち
た
表
情
を
浮
か
べ
、
新

た
な
世
界
へ
力
強
く
旅
立
っ
て

い
っ
た
。

を
獲
得
で
き
る
と
こ
ろ
に
あ
り

ま
す
。

　

皆
さ
ん
自
身
が
、積
極
的
に

本
学
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
、幅

広
い
学
び
や
出
会
い
の
経
験
を

重
ね
て
、世
界
的
視
野
で
思
考

で
き
る
、人
間
性
豊
か
な
科
学

技
術
者
と
な
り
、新
し
い
時
代
の

さ
き
が
け
と
な
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
、強
く
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

新
入
生
の
皆
様
、
入
学
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
学
部
へ

の
新
入
生
は
、
早
く
も
七
期
目

に
当
た
り
ま
す
。
こ
の
三
月
に

は
三
期
目
の
先
輩
達
が
卒
業
し

て
社
会
に
羽
ば
た
い
て
ま
い
り

ま
し
た
。
お
陰
様
で
三
期
目
も

九
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る

就
職
率
を
達
成
で
き
社
会
か
ら

も
就
職
に
強
い
大
学
と
の
評
価

が
定
着
し
て
ま
い
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
学
部
へ
の
新
入

生
諸
君
は
本
学
各
学
科
の
き
め

細
か
い
教
育
指
導
と
本
学
独
自

の
理
念
で
あ
る
「
工
学
と
経
営

学
の
融
合
教
育
」
に
従
っ
て
、

一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
適
性
に

あ
っ
た
学
習
を
積
み
重
ね
る
こ

と
で
、
産
業
社
会
に
直
結
す
る

有
用
な
資
質
を
学
び
取
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

　

一
方
、
大
学
院
の
修
士
課
程

に
は
新
た
な
院
生
が
入
学
し
ま

し
た
。
改
め
て
お
祝
い
申
上
げ

ま
す
。
特
に
修
士
課
程
は
昨
年

度
で
完
成
年
度
を
迎
え
、
今
年

度
か
ら
は
現
在
の
産
業
社
会
の

大
き
な
課
題
で
も
あ
る
技
術
革

新
の
成
果
を
効
果
的
に
企
業
活

動
の
競
争
優
位
に
結
び
付
け
る

「
Ｍ
Ｏ
Ｔ
コ
ー
ス
」
を
新
設
し

ま
し
た
。
同
時
に
大
学
院
に
社

会
人
を
お
迎
え
し
、
実
社
会
で

み
ず
か
ら
が
直
面
し
て
い
る
問

題
を
産
学
で
連
携
し
な
が
ら
解

決
に
導
く
役
割
を
本
大
学
院
が

担
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
新
た
に
二
人
の
社
会

人
の
方
を
お
迎
え
し
、
学
部
卒

の
院
生
と
社
会
経
験
豊
か
な
方

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
中

で
の
新
た
な
知
的
な
営
み
が
こ

こ
諏
訪
の
地
で
始
ま
り
ま
す
。

　

現
代
の
産
業
社
会
を
取
り
巻

く
環
境
の
変
化
は
著
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
急
速
な
技
術
革

新
の
発
展
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

更
な
る
進
化
と
新
た
な
経
済
発

展
国
の
追
い
上
げ
、
石
油
資
源

を
め
ぐ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
・

環
境
問
題
の
深
刻
化
、
急
速
な

産
業
再
編
の
動
き
な
ど
、
こ
れ

ま
で
の
企
業
経
営
に
新
た
な
枠

組
み
を
構
築
し
、
早
急
に
解
決

し
て
い
く
こ
と
が
迫
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
を
自
ら
が

積
極
的
に
解
決
す
る
た
め
に
、

百
三
十
年
に
な
ろ
う
と
す
る
東

京
理
科
大
学
の
培
わ
れ
た
歴
史

的
実
績
と
経
験
を
背
景
に
、
豊

か
な
自
然
環
境
、
諏
訪
地
域
の

日
本
有
数
な
産
業
集
積
、
歴
史

と
文
化
な
ど
に
囲
ま
れ
た
本
学

で
「
知
」
の
磨
き
を
一
層
大
き

な
も
の
と
す
る
よ
う
希
望
し
ま

す
。
さ
あ
大
き
な
夢
を
膨
ら
ま

せ
て
本
学
で
の
生
活
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
十
九
年
度
の
学
部
卒
業

生
（
第
三
期
生
）
の
就
職
内
定

率
は
九
七・
六
％
（
三
月
三
十 

一
日
現
在
）
で
、
就
職
先
は
長

野
県
が
最
も
多
く
六
割
を
越

え
、
東
京
都
、
愛
知
県
と
続

き
、
自
宅
か
ら
通
勤
で
き
る
地

元
志
向
が
強
い
結
果
と
な
っ

た
。
業
種
別
で
は
、
シ
ス
テ
ム

工
学
部
で
製
造
業
が
七
割
近
く

を
占
め
、
次
い
で
情
報
通
信

業
、
サ
ー
ビ
ス
業
と
続
き
、
経

営
情
報
学
部
は
製
造
業
が
三
割

で
、
卸
・
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス

業
、
情
報
通
信
業
、
金
融
・
保

険
業
な
ど
幅
広
い
分
野
へ
の
就

職
が
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
度
第
一
期
生
と

な
る
大
学
院
修
士
卒
業
生
の
就

職
先
は
、
松
下
電
器
産
業
㈱
、

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
㈱
、
日
本
無

線
㈱
な
ど
へ
決
定
し
、
後
輩
へ

の
進
路
選
択
の
目
標
と
な
っ

た
。
大
学
院
へ
の
進
学
者
は
修

士
課
程
十
七
人
、
博
士
課
程
一

人
で
、
本
学
大
学
院
と
東
京
理

科
大
学
大
学
院
、
富
山
大
学
大

学
院
へ
決
定
し
た
。

　

こ
う
し
た
高
い
就
職
内
定
率

　

本
学
は
四
月
一
日
よ
り
Ｊ
Ｒ

茅
野
駅
と
本
学
間
の
路
線
バ
ス

の
運
行
費
を
負
担
し
、
同
区
間

内
を
利
用
す
る
学
生
の
バ
ス
運

賃
を
無
料
化
し
た
。
二
〇
〇
六

年
に
実
施
し
た
学
生
満
足
度
ア

ン
ケ
ー
ト
で
バ
ス
通
学
の
補
助

（
同
区
間
片
道
三
百
円
）
や
ダ

イ
ヤ
の
改
善
を
求
め
る
声
が
あ

り
、
対
応
し
た
。
手
数
料
千
円

で
パ
ス
ポ
ー
ト
（
単
年
度
有

効
）
を
発
行
し
、
学
生
は
同
区

間
内
を
無
料
利
用
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
運
行
休
止
日
を
減

ら
し
、
授
業
開
講
時
間
に
あ
わ

せ
運
行
回
数
を
増
や
す
。
一
般

客
は
有
料
だ
が
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
利
用
で
き
る
た
め
、
学
生

の
満
足
度
の
向
上
に
留
ま
ら

ず
、
地
元
利
用
者
の
利
便
性
の

向
上
に
も
つ
な
が
る
見
込
み
だ
。

　

現
在
、
学
部
・
大
学
院
の
学

生
は
約
千
二
百
人
、
多
く
は
近

く
の
ア
パ
ー
ト
な
ど
か
ら
徒
歩

や
自
転
車
で
通
学
し
て
い
る
。

バ
ス
利
用
者
は
全
体
の
約
一
割

　桜薫る中、平成20年度入学式が４月10日（木）に本学5201
教室で行われた＝写真。本年度は、基礎工学部電子・情報工
学科64人、物質・環境工学科48人、大学院修士課程12人、計
124人の新入生を迎えた。

　４月６日（日）に諏訪東京理科大学第７回目の入学式が挙
行された＝写真。本年度入学生は、システム工学部電子シス
テム工学科78人、機械システムデザイン工学科58人、経営情
報学部経営情報学科102人の計238人であった。同時に本学大
学院の入学式が挙行され、修士課程15人が入学した。

を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
も

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
は
じ
め
、

体
系
化
し
た
就
職
支
援
が
重
要

で
あ
り
、
年
々
早
期
化
す
る
就

職
活
動
へ
向
け
た
積
極
的
な
支

援
が
始
ま
っ
て
い
る
。

で
、
二
百
人
程
度
は
自
家
用
車

を
利
用
し
て
い
る
。
バ
ス
の
利

用
は
自
家
用
車
に
比
べ
環
境
へ

の
負
荷
が
少
な
く
渋
滞
の
緩
和

に
も
な
り
、
バ
ス
の
利
用
率
を

高
め
る
こ
と
は
環
境
へ
の
配
慮

に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
多

い
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

少
林
寺
拳
法
部
活
躍

　

昨
年
十
一
月
十
八
日
（
日
）

に
都
留
市
民
総
合
体
育
館
（
山

梨
県
）
で
開
か
れ
た
少
林
寺
拳

法
中
部
学
生
大
会
で
、
少
林
寺

拳
法
部
の
池
田
友
和
（
機
械
シ

ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
四

年
）、
髙
橋
浩
二
（
電
子
シ
ス

テ
ム
工
学
科
二
年
）
の
両
選
手

が
男
子
初
段
の
部
で
最
優
秀

賞
、
黄
彦
傑
（
経
営
情
報
学
科

一
年
）、
嶋
田
健
一
（
経
営
情

報
学
科
一
年
）
の
両
選
手
が
男

子
段
外
の
部
で
優
秀
賞
と
い
う

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
。

東　京　理　科　大　学　報（ 9 ） 2008年（平成20年）　４月25日（金） 第 1 6 9 号

山
口
東
京
理
科
大
学
News
〒756-0884

山
口
県
山
陽
小
野
田
市
大
学
通
一
ー
一
ー
一

　

０
８
３
６
・
８
８
・
３
５
０
０（
代
表
）

http://w
w
w
.yam

a.tus.ac.jp/
諏
訪
東
京
理
科
大
学
News
〒391-0292

長
野
県
茅
野
市
豊
平
五
〇
〇
〇
ー一

　

０
２
６
６
・
７
３
・
１
２
０
１（
代
表
）

http://w
w
w
.suw

a.tus.ac.jp/

平成20年度  入学式 平成20年度  入学式

幅広い知識の修得を幅広い知識の修得を
新入生諸君へ 学長　塚本　桓世

大きな夢を膨らます
新入生諸君へ 学長　片岡　　寛

就
職
、好
調
に
内
定
進
捗
平
成
　

年
度

19

県
内
６
割
順
調
な
就
職
３
期
生

祝
！
170
人
晴
れ
の
学
位
記
授
与
式

茅
野
駅
―
本
学
間
バ
ス
を
無
料
化



卒
業
式
会
場
の
前
で
…
笑
顔
満
開

思い出こめて…在学最後の校歌斉唱

平
成
十
九
年
度
の
学
位
記
・

修
了
証
書
授
与
式
が
三
月
十
九

日
（
水
）、
卒
業
生
の
新
し
い

門
出
を
祝
う
か
の
よ
う
な
晴
れ

や
か
な
空
の
下
、
東
京
・
九
段

の
日
本
武
道
館
で
挙
行
さ
れ
、

四
千
九
百
八
十
三
人
の
卒
業
生

等
は
大
い
な
る
希
望
と
夢
を
抱

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
に
羽

ば
た
い
て
い
っ
た
。

竹
内
学
長
は
式
辞
で
「
倫
理

感
を
涵
養
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
人
と
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

の
中
で
、
美
醜
、
正
常
異
状
、

良
し
悪
し
を
鋭
敏
に
判
断
す
る

鋭
い
感
性
を
育
む
こ
と
、
異
な

る
文
化
を
容
認
す
る
寛
容
の
精

神
を
持
つ
こ
と
、
プ
ロ
の
職
業

人
と
し
て
誇
り
を
持
て
る
よ
う

に
修
業
に
励
む
こ
と
で
あ
る
」

と
語
っ
た
。

新
た
な
進
路
へ
と
旅
立
つ
最

後
の
一
日
、
卒
業
生
た
ち
は
そ

れ
ぞ
れ
卒
業
証
書
等
を
授
与
さ

れ
た
後
、
恩
師
や
級
友
、
ゼ
ミ

や
ク
ラ
ブ
の
仲
間
と
の
別
れ
を

惜
し
ん
で
い
た
。
社
会
は
変
革

の
時
代
で
行
く
手
に
は
様
々
な

試
練
も
予
想
さ
れ
る
が
「
実
力

主
義
」
の
伝
統
を
受
け
継
い
だ

理
科
大
出
身
者
と
し
て
、
さ
ら

な
る
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

　

二
月
二
日
（
土
）
長
万
部
キ

ャ
ン
パ
ス
で
は
基
礎
工
学
部
第

二
十
一
期
生
の
退
寮
式
が
執
り

行
わ
れ
、
二
百
八
十
二
人
の
学

生
が
長
万
部
学
寮
を
退
寮
し

た
。
退
寮
式
で
は
学
生
に
対
し

て
福
田
基
礎
工
学
部
長
、
藤
井

教
養
部
長
よ
り
激
励
の
言
葉
が

あ
り
、
長
万
部
町
の
白
井
町
長

か
ら
は
温
か
い
言
葉
と
と
も
に

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。
ま
た

代
表
学
生
二
人
が
謝
辞
（
要
旨

別
項
）
を
述
べ
、
長
万
部
学
寮

で
の
生
活
を
振
り
返
り
、
お
世

話
に
な
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
が
伝
え
ら
れ
た
。

こ
こ
に
来
て
よ
か
っ
た

　

柳
澤
俊
輔
君
（
生
物
工
学

科
）
の
言
葉　

思
い
起
こ
せ
ば

十
ヵ
月
前
。
武
道
館
で
の
入
学

式
の
後
、
親
や
友
人
に
別
れ
を

告
げ
、
乗
り
込
ん
だ
バ
ス
の

中
。
私
た
ち
は
、
緊
張
と
不
安

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
初
め
て

ク
ラ
ス
タ
ー
で
食
べ
た
夕
飯
の

弁
当
は
、
全
く
味
が
し
な
か
っ

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

今
日
こ
の
日
が
迎
え
ら
れ
た

の
は
、
多
く
の
人
々
の
協
力
に

支
え
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
す
。

学
習
面
だ
け
で
な
く
生
活
面
で

も
サ
ポ
ー
ト
し
て
下
さ
っ
た
先

生
方
。
さ
ん
ざ
ん
ご
迷
惑
も
か

け
た
事
務
職
員
の
方
々
。
こ
の

一
年
間
「
母
」
と
し
て
時
に
優

し
く
時
に
厳
し
く
接
し
て
く
れ

た
寮
母
さ
ん
。
寮
母
さ
ん
と
話

し
込
ん
で
遅
刻
し
そ
う
に
な
っ

た
こ
と
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
三
食

美
味
し
い
ご
飯
を
用
意
し
て
く

だ
さ
っ
た
食
堂
の
み
な
さ
ん
。

ら
み
ん
な
で
食
べ
る
朝
食
も
、

二
十
三
番
教
室
の
硬
い
椅
子

も
、
エ
ソ
ー
ル
会
館
の
カ
ラ
オ

ケ
を
使
う
こ
と
も
、
校
歌
が
流

れ
る
前
に
お
風
呂
に
駆
け
込
む

こ
と
も
、
午
前
二
時
で
強
制
的

に
落
ち
る
パ
ソ
コ
ン
に
泣
か
さ

れ
る
こ
と
も
、
み
ん
な
と
夜
遅

く
ま
で
語
り
合
う
こ
と
も
、

十
六
人
で
生
活
す
る
こ
と
も
、

そ
し
て
、
長
万
部
を
「
こ
こ
」

と
呼
ぶ
こ
と
も
、
も
う
あ
り
ま

せ
ん
。
と
て
も
寂
し
い
け
れ

と
し
て
い
ま
す
。
思
え
ば
昨
年

四
月
、
何
と
か
や
っ
て
行
け
る

だ
ろ
う
と
思
っ
て
来
た
も
の

の
、
さ
す
が
に
初
日
は
緊
張
し

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
一
年
間
を
振
り
か
え
る

と
、
ク
ラ
ス
タ
ー
の
友
人
と
の

思
い
出
が
多
い
こ
と
に
気
付
か

さ
れ
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に

向
け
て
バ
レ
ー
の
練
習
に
あ
け

く
れ
た
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
祭
に

向
け
て
準
備
を
し
た
り
、
み
ん

な
で
買
物
に
行
っ
た
り
、
ラ
ウ

ン
ジ
で
雑
談
し
た
り
、
テ
ス
ト

前
に
皆
で
勉
強
し
た
り
、
一
人

だ
と
辛
い
だ
け
の
時
間
も
、
ク

ラ
ス
タ
ー
の
み
ん
な
と
一
緒
だ

っ
た
か
ら
笑
っ
て
乗
り
切
れ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
長
万
部
生

活
は
、
き
っ
と
そ
れ
ぞ
れ
ク
ラ

ス
タ
ー
で
そ
れ
ぞ
れ
心
に
残
る

も
の
が
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

　

長
万
部
の
美
し
い
自
然
も
、

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
気

付
き
感
動
し
た
こ
と
も
、
私
た

ち
の
心
の
糧
と
な
り
ま
し
た
。

長
万
部
で
の
生
活
が
こ
ん
な
に

も
楽
し
く
、
充
実
し
て
い
た
の

は
様
々
な
人
々
の
支
え
が
あ
っ

て
こ
そ
の
も
の
で
し
た
。
苦
し

い
時
に
支
え
て
く
れ
た
友
達
、

様
々
な
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ

っ
た
先
生
方
、
私
達
の
生
活
が

快
適
に
な
る
よ
う
に
と
配
慮
し

て
く
だ
さ
っ
た
寮
母
さ
ん
や
清

掃
員
の
方
々
、
警
備
員
さ
ん
や

宿
直
さ
ん
、
毎
日
、
美
味
し
い

食
事
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
食

堂
の
方
々
に
は
本
当
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
毛
蟹
祭
り

や
キ
ャ
ン
パ
ス
祭
、
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
点
灯
式
な
ど
様
々
な

場
面
で
親
切
に
し
て
く
だ
さ

り
、
私
た
ち
を
温
か
く
見
守
っ

て
く
だ
さ
っ
た
町
民
の
方
々
に

も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
達
は
四
月
か
ら
野
田
キ
ャ

ン
パ
ス
に
通
う
こ
と
と
な
り
ま

す
が
、
長
万
部
で
得
た
か
け
が

え
の
な
い
友
達
と
経
験
を
糧

に
、
野
田
で
も
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
私
た
ち
の
生
活
環
境
を

い
つ
も
安
全
に
清
潔
に
保
っ
て

く
だ
さ
っ
た
管
理
人
さ
ん
、
警

備
員
さ
ん
、
清
掃
員
の
方
々
。

そ
し
て
、
長
万
部
町
民
の
み
な

さ
ん
の
心
の
温
か
さ
は
、
長
万

部
の
思
い
出
と
共
に
い
つ
も
思

い
出
す
で
し
ょ
う
。

　

今
日
、
私
た
ち
二
百
八
十
二

人
は
こ
の
学
生
寮
を
去
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
進

み
始
め
ま
す
。
も
う
二
度
と
こ

の
一
年
間
の
よ
う
な
時
間
は
や

っ
て
き
ま
せ
ん
。
他
人
の
目
覚

し
の
ベ
ル
に
起
さ
れ
る
こ
と

も
、
眠
た
い
目
を
こ
す
り
な
が

ど
、
こ
れ
だ
け
は
二
十
一
期
生

を
代
表
し
て
、
は
っ
き
り
と
言

い
ま
す
。「
こ
こ
に
来
て
本
当

に
良
か
っ
た
」
と
。

　

こ
の
経
験
と
思
い
出
を
胸

に
、
自
分
を
信
じ
て
、
仲
間
を

信
じ
て
一
生
懸
命
生
き
て
い
く

こ
と
を
誓
い
、
お
礼
の
言
葉
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　

紀
平
望
帆
さ
ん
（
生
物
工
学

科
）
の
言
葉　

冬
の
寒
さ
が
ま

だ
ま
だ
残
る
中
に
も
、
季
節
の

移
ろ
い
を
感
じ
る
二
月
二
日
、

私
た
ち
は
長
万
部
を
旅
立
と
う

がんばった…名誉の学位記拝受宙に舞う喜びを…まずは胴上げで

謝辞を述べる紀平望帆さん右と柳澤俊輔君左
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「プロの職業人として誇りを持てるように修業を」と竹内学長

平成19年度 学位記・修了証書授与式

さあ第一線へ4,983人

長
万
部
退
寮
式

め
で
た
く
　

人
282思い出いっぱい…学生代表　謝辞

平成19年度卒業・修了生数一覧 平成20年
３月20日（ ）

学部 学　　科

学　部　合　計

卒業
生数

研究科 専　　攻

研　究　科　合　計

博士修士
課程論文

専　　攻専攻科

専　攻　科　合　計

修了生数

数 学 科
物 理 学 科
化 学 科
数理情報科学科
応 用 数 学 科
応用物理学科
応 用 化 学 科

計
数 学 科
物 理 学 科
化 学 科

計
建 築 学 科
工 業 化 学 科
電 気 工 学 科
経 営 工 学 科
機 械 工 学 科

計
建 築 学 科
電 気 工 学 科
経 営 工 学 科

計
薬 学 科
製 薬 学 科

計
数 学 科
物 理 学 科
情 報 科 学 科
応用生物科学科
建 築 学 科
工 業 化 学 科
電気電子情報工学科
電 気 工 学 科
経 営 工 学 科
機 械 工 学 科
土 木 工 学 科

計
電子応用工学科
材 料 工 学 科
生 物 工 学 科

計
経 営 学 科

計

103
121
119
95
1

117
110
666
123
105
138
366
81
90
99
87
85
442
79
74
76
229
93
89
182
136
110
83
82
141
125
161
4

130
119
76

1,167
112
97
90
299
230
230
3,581

理
　
　

一

理　

二

薬
学

工　

二

経
営

基
礎
工

理
　
　
　
　

工

工
　

一

数 学 専 攻
物 理 学 専 攻
化 学 専 攻
理 数 教 育 専 攻

計
建 築 学 専 攻
工 業 化 学 専 攻
電 気 工 学 専 攻
経 営 工 学 専 攻
機 械 工 学 専 攻

計
薬 学 専 攻

計
数 学 専 攻
物 理 学 専 攻
情 報 科 学 専 攻
応用生物科学専攻
建 築 学 専 攻
工 業 化 学 専 攻
電 気 工 学 専 攻
経 営 工 学 専 攻
機 械 工 学 専 攻
土 木 工 学 専 攻

計
電子応用工学専攻
材 料 工 学 専 攻
生 物 工 学 専 攻

計
生 命 科 学 専 攻

計
経 営 学 専 攻

計
総合科学技術経営専攻
知的財産戦略専攻

計

30
60
107
26
223
41
54
77
34
48
254
81
81
4
35
54
49
58
68
58
26
60
41
453
52
46
56
154
15
15
8
8
45
87
132
1,320

0
2
1
－
3
2
3
0
0
1
6
5
5
0
0
0
0
2
4
0
2
0
0
8
1
0
0
1
0
0
－
－
－
－
－
23

6
5
8
－
19
1
0
1
1
2
5
8
8
0
2
0
5
4
4
2
0
3
0
20
1
2
6
9
1
1
－
－
－
－
－
62

総
合
科

学
技
術

経
営
研

理
　

研

薬
研

生
命
研
経
営
研

工
　
　

研

理
　
　

工
　
　

研

基
礎
工
研

数 学 専 攻理学専攻科 20
20

学 部
修 士
博 士（課 程）
専 攻 科
大 学 合 計

3,581
1,320
62
20

4,983
＊学部・大学院修士課程・専攻科で平成19年9月30日付の卒業者・修了者はなし。
＊博士は、課程・論文とも平成20年3月20日付授与者のみ集計。平成19年度博士の学位授与総数は102名。



平
成
二
十
年
度
の
本
学
一
般

入
試
は
、
Ａ
方
式
（
大
学
入
試

セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
）、
Ｂ
方

式
（
本
学
独
自
試
験
）
と
昼
間

学
部
全
学
部
お
よ
び
工
学
部
第

二
部
に
お
い
て
Ｃ
方
式
（
大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
＋
本

学
独
自
試
験
）
が
あ
り
、
二
月

三
日
の
経
営
学
部
（
Ｂ
方
式
）

か
ら
三
月
二
十
四
日
の
工
学
部

第
二
部
（
Ｃ
方
式
）
ま
で
の
、

延
べ
十
五
日
間
の
日
程
を
無
事

終
了
し
た
。

十
八
歳
人
口
が
減
少
す
る

中
、
一
般
入
試
（
Ａ
方
式
・
Ｂ

方
式
・
Ｃ
方
式
）
の
志
願
者
数

は
五
万
八
百
五
十
六
人
と
な

り
、
平
成
十
九
年
度
に
比
べ
て

五
千
五
百
七
十
人
増
加
し
た

（
＋
十
二・
三
％
）。
一
般
入
試

に
お
い
て
志
願
者
数
が
五
万
人

を
上
回
っ
た
の
は
、
五
年
ぶ
り

で
あ
る
。

入
試
形
態
別
に
み
る
と
、
Ａ

方
式
で
は
二
千
八
百
四
十
一
人

増
加
し
一
万
五
千
九
百
六
十
八

人
、
Ｂ
方
式
で
は
九
百
六
十
人

減
少
し
三
万
一
千
百
九
十
九

人
、
更
に
新
た
に
実
施
し
た
Ｃ

方
式
に
お
い
て
は
三
千
六
百
八 

十
九
人
の
志
願
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
学
部
単
位
で
み
る

と
、
昼
間
学
部
全
学
部
に
お
い

て
は
Ａ
方
式
を
中
心
に
志
願
者

が
増
加
し
、
Ｃ
方
式
分
の
増
加

も
あ
り
大
幅
に
増
加
し
た
。
一

方
、
夜
間
学
部
で
は
両
学
部
と

も
に
減
少
す
る
結
果
と
な
っ

た
。志

願
者
数
が
増
加
し
た
要
因

は
、
①
Ｃ
方
式
（
昼
間
学
部
・

工
学
部
第
二
部
）
の
実
施
と
そ

の
広
報
活
動
の
強
化
、
②
Ｂ
方

式
（
昼
間
学
部
）
に
お
い
て
、

さ
い
た
ま
・
横
浜
に
試
験
会
場

を
増
設
、
③
理
工
系
、
薬
学

系
、
経
営
系
と
い
う
本
学
の
設

置
学
部
系
統
の
人
気
回
復
、
④

一
回
に
複
数
の
大
学
を
受
験
で

き
る
私
立
大
学
の
セ
ン
タ
ー
利

用
入
試
の
人
気
、
⑤
大
都
市
圏

の
大
規
模
ブ
ラ
ン
ド
大
学
へ
の

人
気
の
集
中

─
な
ど
、
本

学
が
実
施
し
た
入
試
改
革
と
本

学
を
取
り
巻
く
好
要
因
が
重
な

っ
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。し

か
し
な
が
ら
、
十
八
歳
人

口
の
減
少
傾
向
に
よ
る
受
験
生

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
縮
小
は
確
実
に

進
行
し
て
お
り
、
大
学
間
ま
た

は
学
部
・
学
科
間
で
も
人
気
の

二
極
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
に

変
わ
り
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な

時
期
に
本
学
は
、
志
願
者
数
が

増
加
し
た
こ
と
の
要
因
を
よ
り

詳
細
に
分
析
し
、
そ
の
結
果
を

今
後
の
学
生
募
集
に
反
映
さ
せ

る
と
と
も
に
、
絶
え
間
な
い
教

育
力
・
研
究
力
の
向
上
に
繋
げ

る
こ
と
に
よ
っ
て
大
学
の
魅
力

を
さ
ら
に
高
め
て
い
き
た
い
。

　

一
月
二
十
五
日
、
中
国
・
太

原
理
工
大
学
の
視
察
団
（
安
川

金
副
学
長
ら
三
十
人
）
が
本
学

野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
校
し

た
。

　

こ
れ
は
立
命
館
大
学
が
実
施

し
て
い
る
円
借
款
事
業
に
よ
る

「
中
国
の
大
学
管
理
運
営
幹
部

特
別
研
修
」
の
一
環
で
行
わ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
研
修
は

主
と
し
て
日
本
の
私
立
大
学
に

お
け
る
管
理
運
営
・
財
政
・
教

学
の
改
革
に
係
る
経
験
等
に
つ

い
て
学
ぶ
短
期
集
中
コ
ー
ス
で

あ
る
が
、
今
回
は
理
工
系
の
大

学
が
対
象
で
あ
っ
た
た
め
、
理

工
系
総
合
大
学
で
あ
る
本
学
の

視
察
が
行
わ
れ
た
。

　

当
日
は
、
竹
内
学
長
よ
り
本

学
の
概
要
、
将
来
構
想
等
の
説

明
が
行
わ
れ
た
。
本
学
か
ら
は

渡
辺
恒
夫
・
国
際
交
流
担
当
理

事
及
び
石
井
力
・
学
長
補
佐
も

出
席
し
、
様
々
な
情
報
交
換
が

行
わ
れ
た
。
ま
た
、
本
学
・
火

災
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
や
Ｄ
Ｄ

Ｓ
研
究
セ
ン
タ
ー
の
施
設
見
学

な
ど
も
行
わ
れ
た
。

　

東
京
理
科
大
学
は
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
大
学
三
校
（
サ
ン
タ

ク
ル
ー
ズ
、
デ
イ
ビ
ス
、
サ
ン

タ
バ
ー
バ
ラ
）
や
オ
ハ
イ
オ
州

立
大
学
な
ど
と
教
育
お
よ
び
研

究
の
国
際
連
携
を
進
め
て
お

り
、
さ
ら
に
産
学
官
連
携
の
国

際
連
携
を
含
め
た
国
際
展
開
を

積
極
的
に
推
進
す
る
目
的
と
し

て
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

バ
ー
ク
レ
ー
市
に
本
学
初
と
な

る
東
京
理
科
大
学
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
事
務
所
を
昨
年
五
月
に

開
設
し
た
。

　

同
事
務
所
は
独
立
行
政
法
人

日
本
学
術
振
興
会
（
Ｊ
Ｓ
Ｐ

Ｓ
）
と
の
提
携
に
よ
り
、
同
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
研
究
連
絡
セ

ン
タ
ー
（JSPS San Fran 

cisco Center

）
内
に
設
置

さ
れ
、
専
任
ス
タ
ッ
フ
が
一
名

派
遣
さ
れ
て
常
駐
し
て
い
る
。

　

同
事
務
所
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
一
年
間
留
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
し
て
い
る
本
学
留

学
生
や
、
夏
季
短
期
英
語
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
サ
ン
タ
ク
ル
ー
ズ
や
ポ

ー
ト
ラ
ン
ド
州
立
大
学
に
派
遣

さ
れ
る
本
学
学
生
の
リ
ス
ク
管

理
や
留
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
北
米
地
域

へ
の
情
報
発
信
と
情
報
収
集
を

通
じ
て
、
北
米
有
力
研
究
型
大

学
と
の
国
際
教
育
研
究
連
携
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
積
極
的
に
開
発
し

て
い
る
。
さ
ら
に
は
米
国
に
お

け
る
産
学
官
連
携
の
中
心
地
で

あ
る
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
の
情

報
発
信
、
情
報
収
集
を
積
極
的

に
行
い
、
産
学
の
国
際
共
同
研

究
の
開
発
や
技
術
移
転
の
国
際

的
展
開
の
一
翼
を
担
っ
て
い

る
。
同
事
務
所
開
設
後
、
間
も

な
く
一
年
が
経
過
す
る
。
そ
こ

で
、
同
事
務
所
の
こ
の
一
年
間

の
活
動
を
時
系
列
で
簡
単
に
紹

介
す
る
。

◆
二
〇
〇
七
年
四
月

・
担
当
者
渡
米
準
備

◆
五　

月

・
事
務
所
開
設
（
五
月
二
十
一

日
）、
国
際
交
流
課
の
丹
羽

輝
久
主
任
を
派
遣
＝
写
真
①

・
Ｕ
Ｃ
サ
ン
タ
ク
ル
ー
ズ
と
同

事
務
所
の
コ
ン
タ
ク
ト
開
始

・
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｓ
Ａ
（
国
際
教
育
者

協
会
年
次
総
会
）
出
席
。
ミ

ネ
ソ
タ
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
で
開

催
さ
れ
たNA

FSA
 2007 

A
nnual C

onferen 
ce &

 EX
PO

で
国
際
教

育
の
情
報
交
換
を
行
い
、
情

報
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

・
Ｕ
Ｃ
サ
ン
タ
ク
ル
ー
ズ
一
年

留
学
生
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
開
始

◆
六　

月

・
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｂ
Ａ
（
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
・
ベ
イ
エ
リ
ア
大
学

間
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
加

盟
、
教
育
・
研
究
、
産
学
官

国
際
連
携
活
動
の
本
格
着
手

◆
七　

月

・
Ｏ
Ｂ
、
研
究
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築

・
グ
ー
グ
ル
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ

ン
構
築

・JSPS-SF
 N

ew
s le 

tter V
ol.7

に
事
務
所
開

設
記
事
掲
載

http://www.jspsusa-sf.org/
pdfs/newsletter_vol7.pdf

・「
大
学
教
育
の
国
際
化
推
進

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
先
端
的
国
際

連
携
支
援
）」（
文
部
科
学
省
）

に
採
択
。
事
務
所
の
役
割
も

評
価

◆
八　

月

・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
サ
マ
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
＝
写
真
②
、
オ
レ

ゴ
ン
サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
＝

写
真
③
＝
の
学
生
の
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

◆
九　

月

・
事
務
所
移
転
準
備

◆
十　

月

・
事
務
所
移
転
（
新
住
所
：c/

o JSPS 2001 A
ddi 

son St.#
260 B

er 
keley CA

）

・
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
プ
ロ
グ

ラ
ム
推
進
支
援
。
Ｕ
Ｃ
デ
イ

ビ
ス
、
Ｕ
Ｃ
サ
ン
タ
ク
ル
ー

ズ
訪
問
。
大
筋
合
意
に
至
る

◆
十
一
月

・
Ｕ
Ｃ
サ
ン
タ
ク
ル
ー
ズ
一
年

留
学
生
と
本
学
Ｏ
Ｂ
と
の
懇

談
会

◆
十
二
月

・
Ｕ
Ｃ
サ
ン
タ
ク
ル
ー
ズ
一
年

留
学
生
対
象
の
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
ツ
ア
ー
＝
写
真
④
。
グ

ー
グ
ル
や
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド

大
学
な
ど
を
訪
問

◆
二
〇
〇
八
年
一
月

・
日
米
学
術
交
流
会
。
在
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
総
領
事
公
邸

で
開
催
さ
れ
た
日
米
学
術
交

流
会
に
参
加

・
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｂ
Ａ
（
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
・
ベ
イ
エ
リ
ア
大
学

間
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

 http://w
w

w
.junba. 

org/

　

二
〇
〇
八
＝
写
真
⑤
。
Ｊ
Ｕ

Ｎ
Ｂ
Ａ
二
〇
〇
八
サ
ミ
ッ
ト

に
、
私
立
大
学
と
し
て
は
唯

一
の
大
学
と
し
て
参
加
。
米

国
西
海
岸
に
拠
点
を
置
く
大

学
の
ト
ッ
プ
が
、
国
際
知
財

戦
略
に
つ
い
て
議
論
を
交
わ

し
た
。
同
時
に
開
催
さ
れ
た

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
フ
ェ
ア
で
は

最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
シ
リ

コ
ン
バ
レ
ー
に
紹
介
。
本
学

か
ら
幡
野
常
務
理
事
等
参
加

・
科
学
技
術
交
流
セ
ン
タ
ー
の

技
術
移
転
動
向
調
査
に
協
力

◆
二　

月

・
次
年
度
計
画
策
定

・
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
国
際
調
査
員
と
し

て
ボ
ス
ト
ン
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
研
修

◆
三　

月

・
二
〇
〇
七
年
度
長
期
留
学
終

了
。
Ｕ
Ｃ
サ
ン
タ
ク
ル
ー
ズ

一
年
留
学
生
六
人
日
本
帰
国

・
二
〇
〇
八
年
度
長
期
留
学
開

始
、
Ｕ
Ｃ
サ
ン
タ
ク
ル
ー
ズ

八
人
、
同
デ
イ
ビ
ス
六
人
渡

米▽e-m
ail

：usa-sf@
adm

in.tus.ac.jp

…
同
事

務
所
お
よ
び
国
際
交
流
課
へ
メ

ー
ル
が
届
き
ま
す
。
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志
願
者
５
万
人　

突
破

平
成
20
年
度
入
試

５
年
ぶ
り
好
結
果

開
設
１
年…
多
彩
な
活
動
報
告

本
学
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
事
務
所

中国・太原理工大視察団が来校

学　部 Ａ方式 B方式 C方式

3,135

2,824

1,334

5,375

826

1,709

15,203

512

253

765

 15,968

理学部第一部

薬 学 部

工学部第一部

理 工 学 部

基 礎 工 学 部

経 営 学 部

昼間学部合計

理学部第二部

工学部第二部

夜間学部合計

大 学 合 計

6,970

7,249

2,226

10,736

1,718

1,629

30,528

441

230  

671

 31,199

 909

780

268

1,335

290  

52  

3,634

－

55

55

3,689

合計

11,014

10,853

3,828

17,446

 2,834

 3,390

49,365

953

538

1,491

 50,856

平成20年度東京理科＜大学学部別志願者数＞表２．

※単位：人

表１．＜平成20年度私大入試志願者数＞

※単位：人

125,249
108,946
97,017
95,597
93,701
84,889
80,681
71,382
71,127
59,638
53,316
50,856
50,218
49,977
47,210

❶
❷
❸
❹
❺
❻
❼
❽
❾
10
11
12
13
14
15

早稲田大学
明 治 大 学
法 政 大 学
立命館大学
関 西 大 学
日 本 大 学
中 央 大 学
立 教 大 学
近 畿 大 学
東 洋 大 学
慶應義塾大学
東京理科大学
同志社大学
関西学院大学
青山学院大学

Open Campus 2008Open Campus 2008Open Campus 2008

８月８日～９日、11月８日開催！

■個別進学相談　■研究室見学　■入試問題解説
■入試概要説明　■進路状況説明　■学生生活説明
■模擬講義　■模擬実験　■キャンパスツアー　など

［内　　容］

［お問い合わせ：入試センター］
TEL　03-5228-8092／FAX　03-5228-8093
E-mail　nyugaku@admin.tus.ac.jp
URL　http://www.tus.ac.jp/

神楽坂キャンパス 野田キャンパス 久喜キャンパス

理学部（神楽坂校舎）
工学部（九段校舎）

薬学部
理工学部
基礎工学部

経営学部

※工業化学科は神楽坂校舎
※経営学部のオープンキャ
ンパスの一部を実施

８月８日（金）
８月９日（土）

８月８日（金）
８月９日（土）

 11月８日（土）

10：00～16：00（入退場自由）

～科学の夢、ここに集結！！～

来校した太原理工大の安川金副学長左から
記念品を贈呈される竹内学長右

①
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
事
務

所
の
国
際
交
流
課
・
丹
羽
主
任

②カリフォルニアサマープログラム授業風景

③オレゴンサマープログラムの課外活動で

④留学生対象のシリコンバレーツアーで

⑤JUNBA2008サミットの出席者たち



　

ま
る
で
ド
ラ
マ
の
よ
う
な
人
生
を
歩

い
て
、
弁
護
士
に
な
っ
た
。
度
胸
と
情

熱
と
人
へ
の
や
さ
し
さ
、
そ
れ
が
大
久

保
さ
ん
の
武
器
だ
っ
た
。

　

も
っ
ぱ
ら
在
学
中
は
麻
雀
に
熱
中
し

た
大
久
保
さ
ん
は
、
当
時
、
ソ
ニ
ー
を

抜
き
日
本
一
の
高
値
を
つ
け
た
株
価
に

魅
せ
ら
れ
、
そ
の
外
資
系
企
業
を
受
験

し
合
格
し
た
。
と
こ
ろ
が
自
衛
隊
の

体
験
合
宿
に
続
く
、
長
期
の
軍
隊
式
訓

練
の
新
人
教
育
に
我
慢
が
な
ら
ず
辞
め

た
。

　

そ
こ
で
海
底
油
田
の
調
査
船
で
の
常

磐
沖
の
バ
イ
ト
を
や
っ
た
。
調
査
船
と

い
っ
て
も
、
乗
組
員
は
船
長
兼
技
術
者

の
腕
に
ポ
パ
イ
の
入
れ
墨
の
あ
る
大
男

が
一
人
だ
け
。
そ
の
通
訳
だ
っ
た
。
実

は
大
久
保
さ
ん
は
英
語
を
喋
れ
な
か
っ

た
。
だ
が
辞
書
片
手
に
度
胸
で
押
し
切

っ
た
。「
お
金
を
も
ら
っ
て
英
会
話
の

勉
強
が
で
き
た
」
と
笑
う
。

　

や
が
て
大
商
社
の
子
会
社
に
入
っ
た

が
、
上
司
と
喧
嘩
し
て
四
年
半
後
に
辞

表
を
叩
き
つ
け
る
。
失
業
半
年
、
子
供

も
い
た
。「
あ
す
の
米
が
な
い
」
と
妻

に
言
わ
れ
、
急
き
ょ
、
や
っ
た
の
が
ス

ー
パ
ー
で
姓
名
判
断
を
し
て
印

鑑
を
売
る
、
ひ
ょ
ん
な
仕
事
だ

っ
た
。

　

姓
名
判
断
の
知
識
な
ど
な
か

っ
た
。
市
販
本
を
買
っ
て
き

て
、
お
客
の
前
に
悪
び
れ
ず
広

げ
た
。
相
手
を
け
な
さ
ず
、
よ

い
し
ょ
し
て
、
心
地
好
く
し
て

あ
げ
る
。
大
久
保
さ
ん
の
明
る

い
人
柄
が
商
運
を
呼
ん
だ
に
違

い
な
い
。
印
鑑
は
よ
く
売
れ
、
思
わ
ぬ

収
入
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
ひ
と
夏
、
鎌
倉
の
浜
辺
で
友

人
と
か
き
氷
屋
も
や
っ
た
。
現
在
、
あ

ち
こ
ち
の
店
で
「
ブ
ル
ー
ハ
ワ
イ
」
を

よ
く
見
か
け
る
が
、
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ

を
の
せ
た
、こ
の
青
い
か
き
氷
の
考
案・

命
名
者
は
大
久
保
さ
ん
だ
。

　

ど
こ
か
フ
ウ
テ
ン
の
寅
さ
ん
に
似
て

い
た
。
だ
が
三
十
一
歳
の
時
、
子
供
の

た
め
に
よ
く
な
い
と
思
っ
た
。
な
ら
ば

夢
は
で
っ
か
く
と
、
文
系
で
一
番
難
し

く
、し
か
も
金
に
な
る
職
業
を
探
し
て
、

末
は
弁
護
士
を
…
と
決
め
た
。
思
い
立

っ
た
ら
吉
日
と
即
受
験
し
、
見
事
玉
砕

し
た
。
当
然
で
あ
る
。
六
法
全
書
も
持

た
な
い
無
鉄
砲
な
受
験
生
だ
っ
た
か
ら

だ
。

　

翌
年
か
ら
猛
勉
強
。
駄
目
な
時
を
考

え
、
モ
ス
バ
ー
ガ
ー
に
入
社
し
、
法
律

と
経
理
の
仕
事
を
し
た
。
創
業
者
の
桜

田
会
長
に
可
愛
が
ら
れ
た
。
言
行
一
致

の
人
で
、
商
売
の
原
点
は
人
に
対
す
る

や
さ
し
い
気
持
ち
で
あ
る
こ
と
を
、
会

長
か
ら
学
ん
だ
。
こ
ん
ど
駄
目
な
ら
モ

ス
バ
ー
ガ
ー
に
骨
を
埋
め
よ
う
と
決
め

た
三
十
九
歳
、
司
法
試
験
に
合

格
し
た
。

　

法
律
は
道
具
、
暖
か
味
の
あ

る
筋
の
通
っ
た
解
釈
を
し
て
、

双
方
が
納
得
し
、
相
手
に
遺
恨

を
残
さ
な
い
弁
護
を
心
掛
け

る
。「
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
も
の

が
好
き
」
と
い
う
大
久
保
さ
ん

の
、
ぶ
れ
る
こ
と
の
な
い
指
針

で
あ
る
。  

（
Ｋ
）

　★略歴（おおくぼ・おさむ）1949年
横浜市生まれ。72年理学部第一部応用
物理学科卒。88年司法試験に合格。94
年に大久保綜合法律事務所をひらく。在
校生に一言「情熱を持て、駄目とあきら
めるな。志は高く、起業家をめざせ‼」

　

平
成
十
九
年
度
に
優
れ
た
成

果
を
挙
げ
た
学
生
を
表
彰
す
る

「
学
生
表
彰
式
」
と
「
学
長
表

彰
式
」
が
、
三
月
に
神
楽
坂
キ

ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
。

　

研
究
等
の
成
果
が
特
に
優
れ

て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
等
の
学

生
を
対
象
と
す
る
学
生
表
彰
式

は
、
三
月
十
三
日
、
神
楽
坂
校

舎
１
号
館
十
七
階
大
会
議
室
で

開
催
。
学
部
か
ら
二
人
、
大
学

院
研
究
科
か
ら
十
九
人
の
計

二
十
一
人
の
推
薦
が
あ
り
、
学

長
室
に
お
い
て
慎
重
に
審
査
し

た
結
果
、六
人
が
表
彰
さ
れ
た
。 　

ま
た
、
課
外
活
動
や
社
会
活

動
に
お
い
て
、
優
れ
た
功
績
や

評
価
を
受
け
た
者
を
対
象
と
す

る
学
長
表
彰
式
は
、
三
月
十
二

日
に
研
究
社
英
語
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
で
開
催
。
学
長
や
学
部
長
ら

を
は
じ
め
教
職
員
、
受
賞
者
な

ど
総
勢
百
八
十
人
が
見
守
る
な

か
、
学
長
賞
に
個
人
二
人
、
学

生
部
長
賞
に
一
団
体
を
始
め
、

団
体
の
部
十
団
体
、
個
人
の
部

三
十
四
人
が
表
彰
さ
れ
た
。

＊ 

学
長
表
彰
者
は
下
表
の
と
お

り
。

【
学
生
表
彰
者
】（
６
人
）

▼
髙
木
大
輔
さ
ん
（
理
研
・
物

理
・
博
３
年
）
ア
メ
リ
カ
化
学

会
論
文
誌N

ano Letters

（
イ
ン
パ
ク
ト
フ
ァ
ク
タ
ー 9.96

）
に
三
編
の
論
文
を
発
表

す
る
な
ど
の
成
果
を
挙
げ
た
。

▼
小
河
卓
也
さ
ん
（
工
研
・
機

械
・
修
２
年
）
第
十
九
回
日
本

機
械
学
会
・
計
算
力
学
講
演
会

（
会
員
数
約
四
万
人
）
に
お
い

て
発
表
、
日
本
機
械
学
会
フ
ェ

ロ
ー
賞
若
手
優
秀
講
演
を
受
賞

し
た
。

▼
山
本
紘
司
さ
ん
（
理
工
研
・

情
報
・
博
２
年
）
平
成
十
九
年

十
一
月
に
日
本
計
算
機
統
計
学

会
（
会
員
数
約
五
百
人
）
学
生

研
究
発
表
賞
を
受

賞
。
ま
た
、
査
読

付
論
文
六
編
（
五
編

は
海
外
学
術
雑
誌
及

び
学
会
誌
、
一
編
は

国
内
学
会
誌
）、
学

会
発
表
十
件
（
日
本

数
学
会
五
件
、
日
本

計
算
機
統
計
学
会
二

件
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

二
件
、
国
際
会
議
ポ

ス
タ
ー
発
表
一
件
）

の
成
果
を
挙
げ
た
。

▼
北
村
光
司
さ
ん

（
理
工
研
・
機
械
・

博
３
年
）
学
会
口
頭
・
ポ
ス
タ

ー
発
表
九
件
（
国
内
六
件
、
国

外
三
件
）、
学
会
誌
掲
載
二
件

（
和
論
文
一
件
、
英
論
文
一
件
）

の
成
果
を
挙
げ
、
ま
た
昨
年
十

月
ド
コ
モ･

モ
バ
イ
ル
・
サ
イ

エ
ン
ス
賞
社
会
科
学
部
門
奨
励

賞
を
受
賞
し
た
。

▼
相
澤
宏
幸
さ
ん
（
理
工
研
・

土
木
・
修
２
年
）Interna 

tional Geosynthetics 
Society

国
際
ジ
オ
シ
ン
セ

テ
ィ
ッ
ク
ス
学
会
日
本
支
部

（
会
員
数
約
千
人
）
年
次
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
論
文
発
表
を
行

い
、
二
〇
〇
六
年
度
論
文
奨
励

賞
を
受
賞
し
た
。

▼
中
尾
一
久
さ
ん
（
基
礎
工

研
・
生
物
・
博
３
年
）N

atu re M
ethods

誌
に
研
究

成
果
が
掲
載
さ
れ
た
「
歯
の
再

生
」に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
、

参
加
学
生
の
代
表
者
と
し
て
中

心
的
役
割
を
担
っ
た
。
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転々転職…31歳で一念発起して
８年目 司法試験突破、弁護士に 大久保　理さん

学
生
表
彰
６
人・
学
長
表
彰
10
団
体

と
34
人

平
成
19
年
度

　●　学長賞　●
受賞団体・個人の主な成績・記録

佐藤　　正徳（神楽坂４年）
　オリンピック強化指定選手〔カーリング〕

齊藤　　喜他（Ⅰ部体育局　洋弓部・神楽坂４年）
　第46回全日本学生アーチェリー個人選手権大会８位

　●　学生部長賞　●
Ⅰ部体育局　空手道部（神楽坂・野田）
　第51回全日本大学空手道選手権大会出場〔２回戦進出〕

貝戸　　信博（Ⅰ部体育局　局長）他本部役員計16名
田尻　　　卓（Ⅱ部体育会　会長）他本部役員計 9 名

体育祭実行委員会（神楽坂・野田・久喜）
祭典の円滑な運営を目標に、実行委員が協力し、念入りな準備
を行った。その結果、雨天のために開催場所や競技種目が変更
になったことにも迅速に対応でき、体育祭を成功に導いた。

理大祭実行委員会（神楽坂）
多彩なイベント（神楽坂写真展、ライブ等）と個性あふれる装飾
が一体となり、テーマ「祭旋風」に相応しい祭典を演出した。飲
酒事故防止講習会への参加徹底など、安全面にも配慮した運営
を万全の協力体制で行い、祭典を見事に成功させた。

理大祭実行委員会（野田）
本年度はホームカミングデーと同時開催であった。ホームカミングデー
主催者と密接な連絡をとり、参加団体を取りまとめることに成功。
在学生・卒業生・地域の方々が集う見事な理大祭となった。

理大祭実行委員会（久喜）
新しく久喜市歴史展を久喜市役所と共催したことに加え、打ち上
げ花火点火式に久喜市長に参加いただくなど、地域に密着した
企画を行い、好評を得た。サイエンス夢工房など、幅広い年代
の方が楽しめる企画、運営を行い、理大祭を成功に導いた。

　●　功労賞　●

Ⅰ部体育局　準硬式野球部（神楽坂）
　秋季東都大学準硬式野球リーグ戦（６部）優勝〔５部昇格〕

村松　　正城（Ⅰ部体育局　陸上競技部・神楽坂２年）
第86回関東学生陸上競技対校選手権大会（２部）400mハードル
２位〔全国大会出場権獲得〕／全日本学生陸上競技チャンピオンシ
ップ出場／13大学対校陸上競技大会400mハードル２位〔大会新〕

成田　　勇樹（Ⅰ部体育局　水泳部・野田３年）
　第80回関東学生水泳競技大会男子50m＆200ｍ平泳ぎ（４部）2位

Ⅰ部体育局　ボクシング部（野田）
　第60回関東大学ボクシングリーグ戦（７部）優勝〔６部昇格〕

　●　特別奨励賞　●

Ⅰ部体育局　サッカー部（久喜）
　埼玉県大学サッカー連盟秋季リーグ（２部）優勝〔１部昇格〕

大須賀　　匠（Ⅰ部体育局　卓球部・神楽坂１年）
第55回東京理科大学学長杯争奪全関東地区理科系大学卓球
選手権大会（個人戦）３位

野田同好会　Yosakoiソーラン部（野田）
　第16回Yosakoiソーラン祭り敢闘賞〔関東支部１位〕

野田同好会　ココサポ（ボランティアサークル）
養護学校行事（運動会・文化祭等）、小学校での子供科学教
室等に積極的に取り組み、地域へ貢献した

岡田　真知子（Ⅰ部体育局　舞踏研究部・神楽坂３年）
斉藤　　和也（　　　　　　　〃　　　　　　　）
　第80回東部日本学生競技ダンス選手権大会クイックステップの部３位

　●　奨励賞　●

小島　　裕貴（Ⅰ部体育局　水泳部・野田３年）
　第80回関東学生水泳競技大会男子100m自由形（４部）３位

岩下　亜紗子（Ⅰ部体育局　バスケットボール部・野田３年）
　関東女子バスケットボールリーグ戦（４部）優秀選手

ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

【
宛
先
】 

〒
162- 

8601
新
宿
区
神
楽
坂1 -3 

東
京
理
科
大
学 

広
報
課

【FAX

】 03 -3260 -5823 

【E-mail

】 koho@admin.tus.ac.jp

受賞者（所属・学年は受賞時） 受賞名 大会・学会名 受賞テーマ等 受賞日
小島　孝明 MIP・修１ 優秀賞 三菱UFJリサーチ＆コンサルティング懸賞論文 知識社会における地球温暖化〜環境特許（エコパテント）制度の提唱〜 10月28日

鈴木健一郎 理工研・工化・博３ SIMS XVIにて
Student Award

The 16th International Conference on Secondary 
Ion Mass Spectrometry（SIMS XVI） Single Cell Analysis and Nanoparticle Exposure Assay 10月30日

木坂　祐介 理工研・工化・修２ Student Award The 6th International Symposium on Atomic Level 
Characterizations for New Materials and Devices’07

Study on dynamics of surface structure by rapid and time-resolved X-ray 
photoelectron diffraction 10月30日

小川　友岳 工研・機械・修２ 学生部門優秀賞 日本ナショナルインスツルメンツ株式会社主催・
「アプリケーションコンテスト2007」 極超音速エンジン開発における TCP/IPを用いた同時多点圧力計測 11月22日

新城　　亮 理研・化学・博２ 優秀発表賞 第26回固体・表面光化学討論会 水分解のための可視光応答性光触媒の反応温度依存性 11月27日

相澤　宏幸 理工研・土木・修２ JC-IGS論文賞 第22回国際ジオシンセティックスシンポジウム 新形式補強土構造物の耐震性能に及ぼす壁面工と補強材の定着強度の影響 11月28日

錦織　大樹 理工研・土木・修１ JC-IGS論文賞 第22回国際ジオシンセティックスシンポジウム 新形式補強土構造物の耐震性能に及ぼす壁面工と補強材の定着強度の影響 11月28日

春田　康行 工研・電気・修２ Best Oral Presentation by 
a Student

4th International Conference on Computational 
Intelligence,Robotics & Autonomous Systems Synthesis of Arbitrary View Images for Real-time Multiple Cameras System 11月30日

福田　直樹 理研・化学・修２ ISM 2007 Poster Award International Symposium on Metallomics 2007
（メトロミクス国際シンポジウム2007）

Study on storage mechanism of cadmium-accumulating plants by micro-XRF 
analysis using high-energy synchrotron radiation 12月１日

阿部　善也 理研・化学・修１ ポスター賞 日本結晶学会・2007年度年会 ポータブル粉末X線回折計の開発とエジプト出土考古遺物のその場分析への応用 12月１日

深野　正嵩 基礎工研・材料・修２ Student Award Materials Research Society 2007 Fall Meeting 
Symposium U“Thermoelectric Power Generator”

Crystal growth of Mg2Si by the vertical Bridgman method and the doping 
effect of Bi and Al on thermoelectric 12月１日

小國　陽平 基礎工研・材料・修１ Student Award Materials Research Society 2007 Fall Meeting 
Symposium U“Thermoelectric Power Generator”

Formation of transition-metal-based ohmic contacts to n-Mg2Si by plasma 
activated sintering 12月１日

欧　　　曦 工研・電気・修２ 学生優秀発表賞 映像情報メディア学会・2007年冬季大会 焦点合わせの異なる画像群からの高速な自由視点画像生成 12月18日

永元しのぶ 理１・化学・４年 若手講演賞 第54回有機合成化学協会関東支部シンポジウム マグネシウムシクロプロピリデンによる芳香族アミンならびにフェノール類の
オルトシクロプロピル化反応 12月21日

松井　亮介 薬研・薬学・修２ 若手講演賞 第54回有機合成化学協会関東支部シンポジウム 遠隔不斉誘導を鍵反応としたポリケチド構造を有する抗腫瘍性物質TMC-
151Cの全合成研究 12月21日

東京理科大学学生の各種論文・研究発表等の受賞　一覧東京理科大学学生の各種論文・研究発表等の受賞　一覧 （平19・10月～12月）

北村光司さん 髙木大輔さん

相澤宏幸さん 小河卓也さん

中尾一久さん 山本紘司さん

竹内学長と共に学長賞の齊藤喜他君（円内は同賞佐藤正徳君）

新妻学生部長と共に学生部長賞の空手道部メンバー


